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湘南遺産アーカイブ１（湘南年表編） 2020,10,20 改定 文責：和田精二 

  

 

■湘南年表 （誤字脱字等の最終見直し必要。引用文献にも年数等の記載ミス事例あり） 

年 事例 記事 

802(延歴 21) 富士山爆発 ・富士山が爆発し、相模国の被害甚大。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1 湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1118(元永１) 佐藤義清（西行）生まれる ・佐藤義清生まれる。★「人と思想 140 西行」渡部治 清水書院 1998 p231 

1133 (長承 2) 佐藤義清（西行）出家する ・佐藤義清出家する。法名円位。また西行と号す。★「人と思想 140 西行」渡部治 清水書院 1998 p231 

1147 (久安 3) 西行、最初の奥州の旅へ ・西行、この頃最初の奥州への旅へ出る。★「人と思想 140 西行」渡部治 清水書院 1998 p232、100 

1186(文治 2) 西行、2 度目の奥州の旅 ・東大寺再興の沙金勧進の任を負って奥州への 2 度目の旅に立つ途中、鎌倉で頼朝と面会、1 夜を送る。西行 69 歳、この前年の 3 月に、平氏は壇ノ浦で滅ん

でいた。★「人と思想 140 西行」渡部治 清水書院 1998 p232 

1190(承和１) 西行法師の「山家集」成る ・富士山が爆発し、相模国の被害甚大。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1 湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1216(建保 4) 江ノ島と片瀬が陸続きに ・江の島と片瀬が力続きとなり、参詣の人々が大勢島へわたるようになる。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎ

さ・相模川プラン推進室、 

1339(歴応 2) 京都に「湘南亭」創建 ・南北朝時代の歴応 2 年(1339)に藤原親秀が夢窓疎石を招いて復興し、浄土宗から臨済宗に改め、寺名も西芳寺と変えるとともに池のまわりに「湘南亭」や

「潭北亭」、方丈などを建てたとなっています。★湘南再発見・吉田克彦・江ノ電沿線新聞社・1996(H8),p203-204 

1484～1485 

(文明 16～17) 

万里集九「梅花無尽蔵」に 

湘南について記述 

・平塚市史編さんに関わる関恒久さん（68）は、室町時代の臨済宗の僧で文人の万里集九の記した紀行漢詩文集「梅花無尽蔵」に注目すべき

だと言う。1485 年、集九が相模の国に入るくだりに、「鎌倉の辺りで湘という字を使うのは昔から」と注釈がある。★朝日新聞ディジタル

「湘南ルーツどこにある？」小北清人  

1487(文明 19) 京都聖護院の僧道興が「廻

国雑記」に鴫立沢を記述 

・室町中期、京都聖護院の僧・道興が著した北陸・関東・奥州の紀行「廻国雑記」（文明 18 年 6 月から 1 年近い長途の旅行中に書きとめていた文章や詩歌

を、文明 19 年の帰洛後にまとめたものとみられる）に鴫立沢を記述。★地誌 #17「廻国雑記」2019,２,1２ 

https://www.klnet.pref.kanagawa.jp/digital_archives/rekishibunken55/pdf/017kaikokuzaki.pdf 
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1543(天文 12) 

 

鎌倉明月院で禅興寺老師が

「湘南」を印施 

・1543(天文 12)、鎌倉明月院で禅興寺の無隠法常老師が「湘南葛藤録」を印施、鎌倉が既に湘南と言われていたことが窺えます。★「小田原の郷土史再発

見」2001 年 

1555(弘治 34) 藤沢が宿駅として発足 ・伝馬制度発足により宿駅に伝馬を常駐され、1555 年、藤沢は宿駅として発足。★「歩いてみよう藤沢宿」藤沢市郷土づくり推進会議、2016、ｐ４ 

1594(文禄 3) 境川が相模と武蔵野国境に ・高座川を相模国と武蔵国の国界とし、境川と称するようになった。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1 湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模

川プラン推進室、 

1595(文禄 4) 大磯に御殿建造 ・江戸幕府による宿泊施設の建設は、御殿、御茶屋という形で実現していった。時期的には家康の関東入国直後に建造されたものもあるが、確実なものでは文

禄 4 年の大磯宿がある。★「東海道藤沢宿」三浦俊明、名著出版、昭和 55 年、p25 

1596(慶長元) 藤沢御殿建造 ・藤沢御殿(将軍直営の休泊兼軍事的施設)は慶長元年に建築されたという。その全貌は「相中留恩記略」中の挿図や元禄 11 年の「藤沢御殿跡絵図」によって知

ることが出来る。★「東海道藤沢宿」三浦俊明、名著出版、昭和 55 年、p26 

1601 (慶長 6) 家康が馬入川に渡船場設置 ・徳川家康が馬入川に渡船場を設置した。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1601 (慶長 6) 藤沢が伝馬宿に ・伝馬宿となり、伝馬 36 疋き常駐義務化される。★「歩いてみよう藤沢宿」藤沢市郷土づくり推進会議、2016、ｐ４ 

1634(寛永 11) 藤沢宿に本陣、脇本陣設置 ・本陣（大名の宿泊施設）、脇本陣が設置される。★「歩いてみよう藤沢宿」藤沢市郷土づくり推進会議、2016、ｐ４ 

1640(寛永 17) 藤沢宿が幕府公認の宿に ・寛永 17 年に徳川幕府は 5000 坪宛の地子免除地を藤沢宿に与えており、これによって藤沢宿は幕府公認の宿場となった。★「東海道藤沢宿」三浦俊明、名

著出版、昭和 55 年、p28 

1654(承応 3) 中国から禅僧が来日、「湘江 

雪浪」の詩をつくる 

・中国から禅僧の黄檗宗、隠元隆琦が来日、箱根と小田原の中程にある入生田の長興山紹太寺で「境内八景」（詩）をつくった。そのひとつの「湘江雪浪」において、相 

模湾一帯の海浜を指して「湘江」とよび、10 里の長浜に舞う白雪の姿に感銘している。★「湘南の文学巡り」湘南紀行文学会同人編、1968、p16-18 

1664 鴫立庵に「湘南」を記した

古石碑が建立される 

・江戸時代の初め大磯の俳諧道場・鴫立庵の初代庵主崇雪が「著盡湘南清絶地」と刻んだ石碑を鴫立庵に建立した。★「新・神奈川県の地理」伊倉退蔵監修、

川嶋理夫発行、1996、P151 

1682 (天和 2) 藤沢御殿が廃止される ・宿駅制度の整備が進み、将軍直営の御殿、御茶屋は廃止され、代わって民間の本陣や問屋を中心とする宿場が形成されていった。藤沢宿でも天和 2 年

(1682)から 3 年にかけて藤沢御殿と大久保陣屋が廃止された。★「東海道藤沢宿」三浦俊明、名著出版、昭和 55 年、p39 

1689 (元禄 2) 弁天信仰で江ノ島観光地化 ・弁天様の信仰が盛んになり、観光地としての江の島が有名になる。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1 湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模

川プラン推進室、 

1707 (宝永 4) 富士山噴火 ・富士山が噴火し、降砂により花水川の流れがせき止められ、改修で曲流部部ｂｂが直線に改堀される。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴

史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1728(享保 13) 辻堂海岸に鉄砲場設置 ・幕府によって辻堂海岸に鉄砲場が設置された。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 
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1784(天明 4) 藤沢などに飢饉発生 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1852 (嘉永 5) 片瀬港廻船中継港で栄える ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1859(安政 5） 横浜港開港に伴う外国人遊

歩区域に湘南が含まれる 

・横浜開港に伴う外国人遊歩区域に湘南が含まれる。（「湘南の主な歴史）の年表より」 

★「これでいいのか神奈川県」昼間たかし他編、マイクロマガジン社、2017,p38 

1862 (文久 2) 湘南の美しさを発見したア

ーネスト・サトウ 

・通訳生として念願の日本に赴任したイギリス人アーネスト・サトウは、横浜に入港する際に初めて見た湘南の風景を、世界一の風景であるとして、「一外交官

の見た明治維新」上巻に湘南の印象を記している。★「茅ヶ崎市史ブックレット 11・湘南の風景」小風秀雅、H21、ｐ３ 

1870(明治３) コッキング屋敷建設 ・英国人サミエル・コッキング、江の島山頂に「コッキング屋敷」を建設。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞

社、1991,p160 

1870(明治３) 藤沢宿で種痘を実施 ・天然痘大流行のため、医師ニュートンが藤沢宿で種痘を実施。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、

1991,p160 

1870(明治３) 湘南の美しさを発見したグ

リフィス 

・はじめて来日した西洋人は、サトウと同じように、東京湾付近のとくに湘南方面の風景に心を奪われたようである。アメリカ人グリフィスは、1870(明治３)

年 12 月、最初の来日のとき、船上から初めて眺めた湘南の風景に「地上で最も美しい国のひとつ」との気持ちに駆り立てられ、滞在中にそれが信仰にまで発

展したと告白したほどであった。★「茅ヶ崎市史ブックレット 11・湘南の風景」小風秀雅、H21、ｐ3－4 

1871(明治 4) 廃藩置県で湘南が区分 ・廃藩置県により、湘南地域は足柄郡と神奈川県の管轄に区分される。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相

模川プラン推進室、 

1871(明治 4) 東海道松並木が伐採される ・東海道の松並木が電信建設のために伐採された。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1872(明治 5) フランス人 ブスケが片瀬で

海水浴 

・海水浴の記録から見れば、明治 5 年夏、当地を旅行したフランス人の法律家ブスケは、片瀬で夕食前に海水浴をしている。★「江ノ電讃歌」、吉川文夫編

著、大正出版、昭和 60 年、P56 

1872(明治 5) 小笠原東陽が藤沢羽鳥村に 

耕餘塾を開講 

・羽鳥村の有力者三觜家の招きで元武士の小笠原東陽が廃寺となっていた徳昌院で私塾「読書院」を開き、村民の教育にあたった。この塾はその後「耕餘塾」と名称を変

え、明治 20年東陽が死去した後、弟子の娘婿松岡利紀（鎌倉宮宮司）が引き継ぎ明治 30 年まで存続し、卒業生が 3000 人に達した。その中には吉田茂（元首相）をはじ

め、政治家、軍人の他に実業人で鈴木三郎助（味の素創設者）、岡崎久次郎、（相模鉄道社長）、学界では世界的な遺伝学者外山亀太郎（東大教授）、国文学者で六大学育

ての親、内海弘蔵（名大教授）などを輩出した。★「民権学舎耕餘塾の人々」、田川五郎、中央公論事業出版、Ｈ２７、ｐ７－８、 

1872(明治 5) 横浜小田原間に電信開通 ・6月 10日、横浜小田原間に電信が開通。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p160 

1876(明治 9) フランス人学者 エミール・

ギメが片瀬で海水浴 

・フランスの東洋学者エミール・ギメが片瀬の海岸で海水浴をし、電気クラゲに刺されてほうほうの体で岸に戻ったという。外国人には海水浴は当たり前だっ

たが、日本人には海は魚を捕るためや、禊に入るためのものであっても遊びに海に入る近代海水浴は当時は考えることもできない習慣だったと言える。★「江
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ノ電讃歌」、吉川文夫編著、大正出版、昭和 60 年、P56 

・明治 9 年に日本を訪れたフランス人エメール・ギメはパリのギメ博物館の創設者で東洋の美術品の収集家。画家のフェリックス・レガメーがギメの日本旅行

に同行。ギメの紀行文とレガメーのスケッチが収められたのが、「プロムナード」という書物で、横浜・鎌倉・江の島の紀行文を青木啓輔が翻訳し「1876 ボ

ンジュールかながわ（フランス人の見た明治初期の神奈川）と題して有燐新書から出版されている。★「新・江の島物語」大島英夫、H27 年度藤沢市生涯学習

大学放送通信コース・テキスト、H28,p4 

1876(明治 9) Ｃ,ホイットニー江ノ島訪問 ・1875(明治 8)年に一家で来日、その後勝海舟の 3 男と結婚したクララ・ホイットニー（来日時 14 歳）が母親と江の島を訪れた。（海水浴をせず） 

★「クララの明治日記」上、中公文庫、[H27 年度藤沢市生涯学習大学・放送通信コース(H27,p3）の「新・江ノ島物語」で講師大島英夫が言及] 

1876(明治 9) 浜降祭の開催日決定 ・寒川神社の浜降祭をこの日に決める。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p160 

1877(明治 10) 湘南の美しさを発見したエ

ドワード・モース 

・大森貝塚の発見者として著名なアメリカ人エドワード・モースは、1877 年江ノ島に実験所を設けた。この研究所からみた夕暮の相模湾の美しさについて、

「日本その日その日」に印象を記している。★「茅ヶ崎市史ブックレット 11・湘南の風景」小風秀雅、H21、ｐ４ 

1877(明治 10) モース博士が江の島で海水

浴 

・明治 10 年 8 月 11 日の午後 5 時過ぎに、モース博士と同行していた東京大学の外山正一教授や松村任三助手らと共に海水浴をした記録が残されている。横

浜で海水浴が始まったのが明治 15 年、大磯に海水浴場ができたのが明示 18 年であるから、江の島で明治 10 年に海水浴が始まっていたことは実に画期的な

出来事と言えよう。★「江ノ電讃歌」、吉川文夫編著、大正出版、昭和 60 年、P56 

1878(明治 11) 海水浴に注目したベルツ ・ドイツ人医師ベルツは、治療法として海水浴と温泉浴に注目していたが、1878 年に既に湘南を海水浴場として注目していた。その後、県内では、1883 年

に富岡の開発が進展し、政治家などが別荘を建設し、海水浴場も設けられた。この近くに、伊藤博文が明治憲法の草案をつくった夏島があることはよく知られ

ている。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編、H21、ｐ９ 

1880(明治 13) 湘南の美しさを発見したベ

ルツ 

・ドイツ人医師ベルツは、日本で海水浴と別荘の必要を唱え、湘南の成立にとっても重要な人物であるが、七里ヶ浜からの湘南の風景が代のお気に入りであっ

た。1880(明治 13)年 11 月 8 日、鎌倉から江の島への途上、「ベルツの日記」に印象を記している。★「茅ヶ崎市史ブックレット 11・湘南の風景」小風秀

雅、H21、ｐ４ 

1880(明治 13) 自由民権結社「湘南社」設立 

 

・大住・淘綾郡長山口左七郎が元県令中島信行と「湘南社」を設立。★「県央シリーズ 14/神奈川県の歴史」中丸和伯/山川出版/「湘南別荘物語・海浜の憩い」

島本千也,2000 によると 1881(明治 14),p40 

1880 年代 外国人別荘地の建築始まる 外国人の別荘地が湘南に作られ始まる。 ★「これでいいのか神奈川県」昼間たかし他編、マイクロマガジン社、2017,p38 

1882(明治 15) コッキング江の島に植物園 ・英人コッキングが江の島に日本初の植物園を設立。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1 湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1883(明治 16) 富岡に海水浴場 1883 年、新聞の貴顕紳士の暑中休暇動向に「富岡に海水浴」という記事が現れる。富岡は現在の横浜市金沢区にあり、かつては海浜の地であった。★「藤沢市

史研究、第 48 号」（続）藤沢市史編さん委員会編、藤沢市文書館、2015、p70 
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1883(明治 16) 芹沢腰掛神社神楽殿建立 ・芹沢腰掛神社に神楽殿が建立される。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p160 

1884(明治 17) 由比ガ浜海水浴場開設 ・由比ガ浜海水浴場開設 ★「これでいいのか神奈川県」昼間たかし他編、マイクロマガジン社、2017,p38 

1885(明治 18) 大磯に我が国初の海水浴場

開設（鎌倉など諸説あり） 

・初代軍医総監松本順は明治 18 年、海水浴が健康増進に役立つとして大磯の照ケ崎に我が国最初の海水浴場を開設した。★「湘南の逆襲」三觜貴義、昭和 62、

p120・海水浴というと大磯海岸が発祥の地とされるが、松本順が大磯照が崎海岸に海水浴場を開設したのは、その後の 1885 年 8 月のことであるから、海水

浴発祥の地とは言いがたい。むしろ、藤沢、鎌倉、茅ヶ崎とほぼ同時期に、海水浴場が開かれているという方が自然であろう。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅

ヶ崎市史編集員会編、H21、ｐ９ ・日本の海水浴場発祥の地は湘南である。大磯の照ヶ崎海岸の 1885 年が最初とされるが、のちに鎌倉はその前年と宣伝す

るなど諸説ある。当初の海水浴は治療法・健康法の１つで、海に立てた鉄の棒につかまって波や塩水の刺激を受け、その後浜で体を温めるものであった。このた

め、海水浴場の開設には医者が関与し、大磯では松本順が、鎌倉では長与専斎が、片瀬・葉山ではドイツ人ベルツなどの役割が知られている。★「新・神奈川県

の地理」伊倉退蔵監修、川嶋理夫発行、1996、P160 ・大磯では 1885（明治 18）年、医師松本順の運動によって海水浴場が開設された。しかし、開設は

したものの、さほど人の入りは多くなかったようである。初期の海水浴は松本順がオランダ人医師ポンペから学んだ医療のひとつだった。従って現代と異なり、

深さがあり波が荒い海岸が海水浴には適している知推されたのである。★「藤沢市史研究、第 48 号」（続）藤沢市史編さん委員会編、藤沢市文書館、2015、

p70 

1885(明治 18) サミエル・コッキングが江の

島に洋風庭園を完成 

・イギリスの貿易商サミエル・コッキングは、江の島の頂上に 2000 坪あまりの土地を買入れ、巨費を投じて大温室と亜熱帯植物を集めた大きな洋風庭園を明

示 18 年に完成させている。★「江ノ電讃歌」、吉川文夫編著、大正出版、昭和 60 年、P56 

1886(明治 19) 鵠沼に海水浴場が開設 ・明治 19 年、鵠沼に海水浴場が開設された。それに伴い地元の有力者や偶然藤沢に住んだ伊藤将行らによって、江の島では岩本楼、金亀楼、恵比寿屋、鵠沼海

岸では鵠沼館、東屋などの旅館が建築・増築され、東海道線藤沢駅の開業にうながされた京浜地区の避暑客でにぎわうようになった。★「湘南の逆襲」三觜貴義、

昭和 62、p122 

1886(明治 19) 富岡の海水浴の人気上昇 ・暑中休暇の動向を報じる新聞の彙報欄は「富岡へ海水浴」の記事一色となる。富岡には井上馨、伊藤博文、三条実実、大島圭介らの別荘も建設しており、富岡

の人気は高まり物価まで上昇したと言われている。（その後、数年でさびれてしまった）★「藤沢市史研究、第 48 号」（続）藤沢市史編さん委員会編、藤沢市文

書館、2015、p70 

1887(明治 20) 東海道線が国府津まで開通 ・明治 20 年 7 月には旧国鉄東海道線が国府津まで開通。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編、H21、ｐ９ 

1887(明治 20) 大磯に停車場が開設 ・明治 20 年 7 月には旧国鉄東海道線が国府津まで開通。大磯にも停車場が設けられると海水浴場は年ごとに増加して、新しい旅館、別荘などが建設された。

（新橋・神戸間の全通は明治 22 年 7 月）★「湘南の逆襲」三觜貴義、昭和 62、p120 ◆現在の相模湾地域に海水浴場が作られるようになったきっかけが東

海道線の開通である。東海道線は、1887 年 7 月 11 日に国府津まで開通する。神戸まで開通するのは 1889 年であるが、湘南の開発にとっては、87 年の開

通が引き金になり、一斉に湘南海岸の海水浴場地化が進んでくるのである。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編、H21、ｐ９ 
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1887(明治 20) 藤沢に停車場が開設 ・横浜―国府津間の開通により、藤沢停車場が開通。停車場設置計画が発表されると宿場町藤沢に賛否両論が渦巻き、結果的に現在の位置に設置された。明治 22

年に開通した横須賀戦も藤沢から分かれる予定が地元住民の反対で変更された。★「目で見る藤沢の歴史」藤沢文庫刊行会、名著出版,p134-136 

1887(明治 20) 

頃、 

葉山に保養地が建設される ・1887(明治 20)頃、駐日イタリヤ公使マルチーノとドイツ人医師ベルツは、鐙摺（あぶずり）・森戸・一色・大浜・長者ケ崎の優良海岸や数多くの磯釣場にめ

ぐまれた気候温暖・風光明媚なこの[湘南]葉山をすぐれた保養地として称賛し、自らも別荘を設けた。明治 23 年、一色に有栖川宮別邸（後の高松宮別邸）、同

26 年には北白川宮邸、そして同 27 年には御用邸が建設される。★「湘南の逆襲」三觜貴義、昭和 62、p118 

1888(明治 21) 馬入橋梁完成 ・馬入橋梁が完成した。このころ、湘南海岸に海水浴が流行。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1 湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン

推進室、 

1888(明治 21) 神奈川県が男女混泳禁止 ・ 

1889(明治 22) 大磯町が町制施行 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1889(明治 22) 横須賀線開通 ・横須賀線は明治 22 年横須賀軍港への利便のため東海道線大船駅より枝分かれして線路がしかれた。大船は当時信号所であった。★「中世都市鎌倉の歴史」井

上誠一、2015,p10 

1889(明治 22) 湘南村の誕生 ・この年の市町村制に際して、現在の城山町に湘南村が誕生している。元の村名は小倉村と葉山村（葉山島村？）であり両村が合併して「湘南村」となっている。

村名の由来は相模川を文人が湘江と呼んでいることに因み湘江の南の村ということで名づけられた。昭和 30 年まで存在し湘南小学校の名前は今も残っている。

（1955(S30)城山町に合併、その後、現在の相模原市に移行）★「湘南別荘物語・海浜の憩い」島本千也,2000,p40  

1890（明治23) 湘南の美しさを発見した外

国人５（ラフカディオ・ハー

ン、小泉八雲） 

・イギリス人文学者で、日本の美しさを世界に紹介したラフカディアオ・ハーンは、来日直後の 1890 年に江の島を訪れ、湘南の海の陽光の素晴らしさに魅了

され、「日本瞥見記」にその印象を記している。★「茅ヶ崎市史ブックレット 11・湘南の風景」小風秀雅、H21、ｐ５ 

・（藤沢駅北口、現レディオ湘南至近にある）庚申堂を 1890（明治 23)に小説家のラフカディオ・ハーン（小泉八雲）が訪れている。★「藤沢宿街なみさんぽ」

藤沢市役所生涯学習部郷土歴史課、2015、 

1891(明治 24) 学習院が片瀬を遊泳演習地

と定める 

・明治 24 年、学習院が片瀬を遊泳演習地と定め、毎年のように合宿を行ったことが、この付近の海水浴場としての名声を高めることになった。伊藤将行らの活

躍により別荘地としての開発もこれに併行して進んだ。★「湘南の逆襲」三觜貴義、昭和 62、p122 

1891(明治 24) 茅ケ崎南湖で大火災 ・茅ヶ崎村南湖で大火発生、約 200 戸が焼失。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p160 

1893(明治 26) 新聞見出し「湘南の腥風」 ・県会議員補欠選挙に関する記事の見出しが「湘南の腥風」とあることから、「湘南」が地域呼称として使用されていたことが分かる。★「湘南の風景」小風秀

雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 

1893(明治 26) 湘南大磯病院が開院 ・この他、湘南を冠したものには、湘南大磯病院{1893{明治 26｝年/大磯町}、をはじめ設立順に、湘南馬車鉄道（1905｛明治 38｝年/二宮町、湘南煙草合名

会社（1907{明治 40}年/小田原市）、湘南牛乳株式会社（1908{明治 41}年/二宮町）、湘南度量衡器製作株式会社（1911{明治 44}年/小田原市）、湘南介立社
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（1912{明治 45}年/小田原市）などがあり、すべて相模川以西の地域に集中していた。★『「湘南」の誕生』増淵敏之、Rittor Music、2019、p14 

1894(明治 27) 日本名勝地誌に湘南の海水

浴場が出揃う 

・1894 年(明治 27)年刊行の「日本名勝地誌」(野崎左文)には、相模湾沿岸の海水浴場として、葉山、鎌倉、藤沢、鵠沼、茅ヶ崎、平塚、大磯、国府津などがあ

げられており、現在考えられる海水浴場が、この時期に出揃っていた。行楽としての海水浴が全国的に普及した時期は、日清戦争を経た明治 30 年代以降、とく

に日露戦後期にあるとされている。ところが、鉄道敷設との関連で言えば、相模湾沿岸では、全国に 10 年ほど先駆けていたのである。★「湘南の風景」小風秀

雅著/茅ヶ崎市史編集員会編、H21、ｐ９-10 

1895(明治 28) 新聞連載記事「湘南の夏」 ・8 月 2 日から 24 日まで 18 回にわたる連載「湘南の夏」を掲載。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 

1895(明治 28) 大磯の地価が高騰 ・大磯の地価が高騰し、1 坪 5 円、大臣らの別荘が並んだ。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1 湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推

進室、 

1895(明治 28) 鵠沼に製糸工場 ・鵠沼村に盛進社若尾製糸が始業。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p160 

1895(明治 28) 鎌倉電車鉄道、鎌倉鉄道の 

路線計画が始動 

・江ノ電が藤沢～片瀬（現江ノ島）間の営業運転を開始したのは、明治 35(1902)年 9 月 1 日。これを遡ること 7 年前の明治 28 年は、現在の藤沢～鎌倉間と 

ほぼ同じ軌道を走る 2 つの計画が実現に向けて始動しつつあった。鎌倉電車鉄道と鎌倉鉄道という 2 社による計画である。この 2 社の路線計画はいずれも横浜 

を起点とし、現在の江ノ電が走る路線を通過して鎌倉から藤沢に至るものであった。鎌倉電車鉄道は、動力が電気(電気鉄道)で区間が横浜黄金町が起点で鎌倉ま 

で、鎌倉鉄道は、動力が蒸気（軽便蒸気鉄道）で横浜を起点に杉田～富岡～金沢を経由して鎌倉までであった。（当時の逓信大臣に提出した鉄道敷設の免許出願 

による）★「江ノ電百年物語」湘南倶楽部編、JTB、2002、p12 

1896(明治 29) 伊藤博文が滄浪閣を大磯に

移築 

・明治 29 年初代首相伊藤博文が、小田原に合った別邸滄浪閣を大磯に移し永住の地と決めると、皇族の梨本宮、政財界では山県有朋、西園寺公望、大隈重信、

原敬、加藤高明、陸奥宗光、岩崎弥太郎、安田善次郎、浅野総一郎、三井八郎右衛門など、文人では島崎藤村、新島襄などが次々と別荘を設け、明治 40 年には

その数 150 を超えたという。夏には閣議まで開かれた。戦後は吉田茂という人間の 1 身に具現された。孤児収容施設として著名なエリザベス・サンダーズホー

ムは旧岩崎家の別荘を利用したものである。★「湘南の逆襲」三觜貴義、昭和 62、p120 

1896(明治 29) ９代目市川団十郎が茅ヶ崎

に別荘用地を購入 

・1896 年 2 月、小和田地区に別荘用地 6,000 坪を購入、翌年 6 月に上棟式を行った。別荘は「孤松庵」と命名された。当時の歌舞伎界の重鎮であった団十

郎が茅ヶ崎に別荘を建設したことが新聞等で報道されたことは茅ヶ崎の知名度の向上に役立った。茅ヶ崎停車場の開業を機に茅ヶ崎は別荘地の地位を確立してい

ったが、別荘を構えた人の多くが団十郎に縁の深い人物であった。★茅ヶ崎市史ブックレット９・近代茅ヶ崎の群像、H19、p6-7 

1896(明治 29) 湘南電気鉄道創立願い提出 ・茅ヶ崎から片瀬を経て鎌倉に至る湘南電気鉄道株式会社の創立願いが提出される。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷

土新聞社、1991,p160 

1897(明治 30) 江の島に村営桟橋完成 ・江の島に村営桟橋完成 ★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16１ 

1898(明治 31) 茅ヶ崎に停車場開設 ・1898 年に東海道線に茅ヶ崎駅が開設されると、それまで平凡な農漁村地域であった茅ヶ崎が大きく変化していくことになった。★茅ヶ崎市史ブックレット
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９・近代茅ヶ崎の群像、H19、p6-7 

1898(明治 31) 新聞掲載記事「湘南歳余」 ・国民新聞に徳富蘆花「湘南歳余」が掲載される。★wikipediaH2611 

1899(明治 32) 新聞掲載記事「湘南だより」 鎌倉・江の島付近の避暑客の状況を散文風に報じた「湘南だより」掲載。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 

1899(明治 32) 避暑客増加に対応した回遊

列車運行（参考情報） 

・明治 32 年 8 月、避暑客の増加に対応し、日本鉄道が常陸磐城の海浜へ回遊列車を運行した。外国人の保養習慣であった海水浴は、貴顕紳士の間に急速に流行

し、上流階級の新しい夏の過ごし方として人々に認識され、人々は憧憬と共に受容していった。★「鉄道会社の観光政策と湘南」大矢悠三子、茅ケ崎市史研究・

茅ヶ崎市編修委員会、H19、ｐ2 

1899(明治 32) 藤沢、鎌倉、平塚、大磯駅に

割引切符発行 

・7 月に、鉄道作業局が、避暑旅客の便利を図り、新橋・横浜の両駅より鎌倉、藤沢、平塚、大磯、国府津の 5 駅へ往復 3 日間通用の割引券を発売と発表。そ

の後、8 月の読売新聞に、逗子と茅ヶ崎が割引切符の適用範囲となった記事が掲載された。★「鉄道会社の観光政策と湘南」大矢悠三子、茅ケ崎市史研究・茅ヶ

崎市編修委員会、H19、ｐ4 

1899(明治 32) 茅ヶ崎に 南湖院 開設 ・明治 32 年、医師高田畊安によって開設された結核療養所。最盛時の敷地は５万坪で東洋一のサナトリウムと言われた。昭和 45 年に海軍に接収され、高射砲

等が設置され、病院としての使命を終えた。★「茅ヶ崎市史現代 10・レンズのなかの茅ヶ崎」茅ヶ崎市、2008、p32-33 

・最盛期の南湖院の敷地は現在の茅ヶ崎西浜中学校、茅ヶ崎西浜高校、太陽の郷を含む広大なものであった。1936（昭和 11）年の敷地は約 5 万坪、建物は約

4 千五百坪。水道は敷地内の井戸から汲み上げ、水洗便所と汚水浄化装置を備えていた。病舎は 14 舎、病室は 158 室。砂浜には日光浴場や、座ったり、横臥

して外気に接する海気室、外気場。耳鼻科・歯科画併設。日曜学校や集会に利用された大会堂（医王堂）の他に戸外集会用の林間会場などもあった。プール、理

髪所、売店も備えており、日常生活に不便はなかった。★首都圏形成史委員会第 99 回例会「片山伸・茅ヶ崎日記に見る明治 43 年の南湖院」資料、大島英夫、

H28,2,6、 

1899(明治 32) 旅館茅ヶ崎館開館 旅館茅ヶ崎館開館 ★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p161 

1899(明治 32) 横須賀市長井で湘南馬車会

社が創業 

・かつて、横須賀付近に乗合馬車営業を営んでいたものは、明治 30 年（1897）創業石川卯之助経営の横須賀・浦賀間乗合馬車と、明治 32 年（ン円７1899）

創業の湘南馬車会社の 2 つである。（略）湘南馬車は大正７年ごろ経営者が時勢を察し乗合自動車に転業したため、使用人がその権利一切を譲り受け営業を続け、

昭和 5 年ごろまで続けていたが、ついにバスに圧倒され廃業のやむなきに至った。 

1900(明治 33) 徳富蘆花「湘南雑筆」「自然

と人生」がベストセラーに 

・8 月出版の随筆「自然と人生」にエッセイ「湘南雑筆」を執筆。1897 年、東京赤坂から逗子柳家に転居後の１年間の相模湾や富士・箱根・伊豆の山々の風景

の変化を描く。「自然と人生」のベストセラー化で「湘南」という地域呼称が全国的に認知された。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 

1900(明治 33) 

 

徳富蘆花「思出の記」執筆 ・徳富蘆花が明治 33～34 年に国民新聞書いた小説「思出の記」は当時の鵠沼を描写したことで知られている。文章から当時すでに都会人の間に鵠沼海水浴場

が知られており、保養を兼ねて鵠沼に来て長逗留する人々も出てきたことが知られる。蘆花による鵠沼の紹介は都会人にまだ見ぬ鵠沼への憧れをもたせたようで

ある。★藤沢―わがまちのあゆみー児玉幸多編・藤沢市文書館、昭和 58 年 
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1900(明治 33) 江ノ島水族館設立 ・11 月 25 日、江ノ島水族館が設立される。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p160 

1901(明治 34) 湘南病院が開業 ・湘南病院は明治 34 年（1901）8 月、陸軍の軍医で横須賀の陸軍衛生病院長であった山田秀治が開業した病院です。 

★「横須賀案内記」久保木他、横須賀開国史研究会事務局編集、横須賀市、2007(H19)年、 

1902(明治 35) 新聞掲載記事「湘南太平の

夢」 

・別荘地で避寒の政治家たちを風刺した「湘南太平の夢」を掲載。以上の M26 以来の読売新聞の掲載記事における「湘南」の使われ方はまだ断片的である。★

「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 

1902(明治 35) 川上音二郎が茅ヶ崎に別荘

を購入 

・市川団十郎を尊敬していた川上音二郎は 1902 年に茅ヶ崎に別荘地を購入、万松軒と名付けた別荘を建てた。川上別荘はその後、原安三郎の手に移った後、

1984 年市に移管され、高砂緑地として公開されている。★茅ヶ崎市史ブックレット９・近代茅ヶ崎の群像、茅ヶ崎市史編集委員会, H19、p7 

1902(明治 35) 江ノ電創業 ・明治 35 年 9 月、江之島電気鉄道（現江ノ電）が日本の電気鉄道では 6 番目に開業したが、江ノ電以前の電気鉄道はすべて廃線となっており、現在は江ノ電

が現役最古参となっています。★「湘南賛歌」吉田克彦、江ノ電沿線新聞社、2006、p19 

・江ノ電設立の記録には、沿線周辺への電灯、電力の供給会社としての役割もあわせ持つ会社としてスタートを目指したとある。当初計画から電車部門の営業キ

ロ数は 6.4 マイル（約 10.2km）と、現在とほぼ同じ規模の鉄道敷設計画である。（略）明治 36 年 7 月 17 日田辺停車場から追揚停車場（現在の七里ガ浜高校

付近）まで開通、その年の海水浴シーズンには 6 万 2000 人あまりもの乗客を運ぶ好成績をあげた。★「江ノ電百年物語」湘南倶楽部編、JTB、2002、p1８ 

1903(明治 36) 

 

新聞広告「避暑旅行案内」に

「湘南海岸」の使用例 

・「湘南海岸への避暑旅行案内」と称する東京朝日新聞広告に湘南が登場、「「湘南海岸」を総称する中で切符の対象とする駅を、「横須賀、逗子、鎌倉、藤沢、茅

ヶ崎、平塚、大磯、二宮、国府津」としていた。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 

1904(明治 37) 

1906(明治 39) 

 

湘南馬車鉄道会社設立 

湘南馬車鉄道営業開始 

 

・『この鉄道は明治 39 年 8 月 1 日に二宮―秦野間に県央を縦断する鉄道として開通しています。この鉄道では旅客とともに秦野のタバコや丹沢の材木を運搬す

る役目を果たしていました。大正 2 年には鉄道馬車の馬に代わって小形ながら 5 両の蒸気機関車が登場したため「湘南軽便鉄道」と社名を変えました。ついで

大正 7 年には「湘南軌道」を名乗りましたが，乗合自動車の発達に押されて昭和 12 年 8 月、遂に廃止されてしまいました。』★湘南再発見・吉田克彦・江ノ電

沿線新聞社・1996(H8),p112、他に★「湘南軽便メモワール」渡邊喜治・東京図書出版・2012/5,  ★「湘南別荘物語・海浜の憩い」島本千也,2000,p40、 

1905(明治 38) 新聞掲載記事「湘南の避暑

客」 

・横浜貿易新報(現在の神奈川新聞)に「湘南の避暑客」と題する掲載記事が登場。同紙における「湘南」の使用例としては初出である。★「湘南の風景」小風秀

雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 ★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 p2-3 

1905(明治 38) 藤沢に麻糸工場設立 ・梶荘右衛門、藤沢町に梶荘麻糸工場設立。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16１ 

1906(明治 39) 新聞掲載記事「湘南避暑地が

大繁盛」 

・横浜貿易新報(現在の神奈川新聞)に「湘南避暑地が大繁盛」という、水着を着た女性のイラスト入りの記事が掲載される。湘南のイメージは避暑地であり、海

水浴であるということが如実に示されている新聞記事であろう。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 p14 

1906(明治 39) 湘南小学校が誕生 ・小倉と葉山島に別々になっていた小学校が統一されて、尋常高等湘南小学校として誕生した。★「城山風土記」創刊号、近現代編、城山史編さん委員会、H3,3、

P14 
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1906(明治 39) 片瀬腰越に電燈開設 ・片瀬腰越で初めて電燈開設。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16１ 

明治 30 年代後

半 

官設鉄道が「湘南急行列車」

を企画 

・明治 30 年代後半、官設鉄道の運行努力によって近距離感が生まれた湘南では、週末滞在が広がり、往来の激しい地域へと様変わりしていった。官設鉄道は湘

南に向けての企画を発し続けた。(以下要約：「新橋横浜間の急行列車に加えて、新橋・横須賀間、新橋・国府津間に急行列車を計画。前者は新橋・大船間各駅通

過とし鎌倉・逗子に停車後、横須賀着。後者は、新橋・大船間を各駅通過後、藤沢・大磯等旅客頻繁なる駅のみ停車後、国府津に急行せしむ方針なり」★「鉄道

会社の観光政策と湘南」大矢悠三子、茅ケ崎市史研究・茅ヶ崎市編修委員会、平成 19 年、ｐ10 

1907(明治 40) 官設鉄道が「湘南急行列車」

を運行 

・明治 20 年 2 月、官設鉄道はついに湘南のみを目的とした列車を「湘南急行列車」として運行し始めた。(新橋から湘南までノンストップ) 移動時間短種のた

めか、或いは湘南への直通を強調するためか不明であるが、重要乗換駅として、本来なら必ず停車させるであろう大船駅までも通過させている。★「鉄道会社の

観光政策と湘南」大矢悠三子、茅ケ崎市史研究・茅ヶ崎市編修委員会、平成 19 年、ｐ10 

1907(明治 40) 藤沢に関東競馬クラブ設立 ・藤沢で関東競馬クラブが設立される。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16１ 

1907(明治 40) 藤沢郵便局電話業務開始 ・藤沢郵便局が電話業務を開始 ★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16１ 

1907(明治 40) 茅ケ崎郵便局電話業務開始 ・茅ヶ崎郵便局が電話業務を開始 ★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16１ 

1907(明治 40) 官設鉄道が「湘南回遊券」発

行 

・明治 40 年暮には「湘南回遊券」発売の記事が(鉄道時報に)掲載されている。[新橋・品川・横浜・平沼の２駅より鎌倉・逗子・横須賀及び藤沢・茅ケ崎・平塚・

大磯・二ノ宮・国府津の各駅に随意各 1 回宛乗降し得る往復乗車券(通用 7 日間)を発売せり★「鉄道会社の観光政策と湘南」大矢悠三子、茅ケ崎市史研究・茅ヶ

崎市編修委員会、H19、ｐ12 

1907(明治 40) 「湘南の夏」（観光ガイドブ

ック）を湘南社が発行 

・「湘南の夏」（編集三宅悌吉、発行所湘南社）が発行されている。大磯を中心に平塚、茅ヶ崎、藤沢、江の島、鎌倉、二宮、国府津、小田原、箱根を含む観光ガ

イドブック。湘南のガイドが大磯で発行されているのは当時の大磯の勢力を示している。★「湘南別荘物語・海浜の憩い」島本千也,2000,p41 

1907(明治 40) 湘南煙草合名会社が設立 ・この他、湘南を冠したものには、湘南大磯病院{1893{明治 26｝年/大磯町}、をはじめ設立順に、湘南馬車鉄道（1905｛明治 38｝年/二宮町、湘南煙草合名

会社（1907{明治 40}年/小田原市）、湘南牛乳株式会社（1908{明治 41}年/二宮町）、湘南度量衡器製作株式会社（1911{明治 44}年/小田原市）、湘南介立社

（1912{明治 45}年/小田原市）などがあり、すべて相模川以西の地域に集中していた。★『「湘南」の誕生』増淵敏之、Rittor Music、2019、p14  

1908(明治 41) 片瀬地区に湘南で初めて電

灯が灯る 

・明治 41 年 12 月 25 日に片瀬地区に湘南地方で初めて電灯が灯りましたが、電球は片瀬に建設された 75 キロワットの直流式発電所と同じシーメンスの製品

で 3,000 個ひおど輸入したものだったと言います。★「湘南賛歌」吉田克彦、江ノ電沿線新聞社、2006、p29 

1908(明治 41) 国木田独歩が南湖院に入院 ・南湖院の名を高めたのは、国木田独歩の 1908 年の入院と 1908 年の死であった。独歩が入院した時、病状はかなり進んでおり、多くの文学者が彼を見舞っ

たが、その記事が読売新聞等に掲載されることで南湖院の存在が多くの人に認知された。同時に、茅ヶ崎が結核という病のイメージを背負い込むことも意味した。

★茅ヶ崎市史ブックレット９・近代茅ヶ崎の群像、H19、p14 

1908(明治 41) 湘南牛乳株式会社が設立 ・この他、湘南を冠したものには、湘南大磯病院{1893{明治 26｝年/大磯町}、をはじめ設立順に、湘南馬車鉄道（1905｛明治 38｝年/二宮町、湘南煙草合名
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会社（1907{明治 40}年/小田原市）、湘南牛乳株式会社（1908{明治 41}年/二宮町）、湘南度量衡器製作株式会社（1911{明治 44}年/小田原市）、湘南介立社

（1912{明治 45}年/小田原市）などがあり、すべて相模川以西の地域に集中していた。★『「湘南」の誕生』増淵敏之、Rittor Music、2019、p14 

1909(明治 42) 

 

 

「鉄道院線沿線遊覧地案内」

に「湘南」の項目 

 

 

・「避暑地・海水浴場として湘南が定着したことを象徴するのが、鉄道院が 1909 年に発行した「鉄道院線沿線遊覧地案内」である。この書は、国内（北海道除

く）及び韓国の遊覧地 34 か所を紹介したものであるが、その 2 項目目に「湘南一帯の風光」という項目がおかれ、次のように紹介されている。「湘南の風光、

なんぞ人の心を引くことの多き。佳麗なる江の島、幽雅なる鎌倉、明媚なる七里ヶ浜、大磯、逗子、優美なる金沢、雄偉なる三浦三崎、諸家苦心の丹青、集めて

茲処に陳列せられたるの観あり。」ここに「湘南」の呼称は全国的な知名度を獲得したというができよう。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 p14 

1909(明治 42) 

 

「湘南遊覧臨時列車」運行 ・鉄道院は 12 月 25 日より 1 月 10 日までの間、新橋・品川・平沼・横浜各駅から藤沢・鎌倉および江ノ電路線を経て発着するルートの連絡往復・回遊乗車券

を発売した。年末・年始における避寒用の利用が多くなっていることをうかがわせる。4 月の祭日・日曜日における湘南地方遊覧客を見込んで、1 往復の臨時列

車を運行した。これも新聞の見出しに「湘南遊覧臨時列車」とされている。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 p16 

1910(明治 43) 江ノ島電気鉄道が全線開通 ・明治 35 年に藤沢―片瀬間が開通した江ノ電は明治 43 年に全線開通にこぎつけた。★「目で見る藤沢の歴史」藤沢文庫刊行会 

1910(明治 43)

年当時 

「海水浴といえば湘南海岸」

という常識が成立 

・以下引用「現在の相模湾の地域に海水浴場が作られるようになったきっかけが、東海道線の開通である。東海道線は 1887 年 7 月 11 日に国府津まで開通す

る。神戸まで開通するのは 1889 年であるが、湘南の開発にとっては、87 年の開通が引き金となり、一斉に湘南海岸の海水浴場地化が進んでくるのである。

1894(明治 27)年刊行の「日本名勝地誌」（野崎左文）には、相模湾沿岸の海水浴場として、葉山、鎌倉、藤沢、鵠沼、茅ヶ崎、平塚、大磯、国府津などがあげ

られており、現在考えられる海水浴場が、この時期に出揃っていた。行楽としての海水浴が全国的に普及した時期は、日清戦争を経た明治 30 年以降、とくに日

露戦争後期にあるとされる。ところが接道敷設との関係で言えば、相模湾沿岸では、全国に 10 年ほど先駆けていたのである。その筆頭が大磯であり、1887 年

から急速な発展を示した。（その後は波の荒さなどで人気が下降する）（略）かわって遠浅の海岸、閑静な環境などが注目されて、鎌倉・逗子・鵠沼・などの人気

が高まり、とくに女性や子どもの人気が高かった。（略）当時の海水浴場は偏在しており、とくに湘南海岸への集中は著しかった。小口千明氏は、1910(明治 43)

年当時の全国の海水浴場 90 か所のうち相模湾沿岸では 17 か所を数えているとされる。（略）この時期に「海水浴といえば湘南海岸」という常識が成立してい

たということが分かるのである。」★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 p10-1１ 

1911(明治 44) 英国人医師 N・G・マンロー

が旧石器時代遺跡を発見 

・英国人医師 N・G・マンローが、酒匂川、早川の段丘礫層から旧石器類似資料を発掘したことをその著書「有史以前の日本（Prehistoric Japan）」で発表し

た。★「写真と図解でわかる！神奈川県の歴史」横浜歴史研究会監修、メイツ出版、 

1911(明治 44) 湘南度量衡器製作株式会社 

（小田原市）が設立される 

・この他、湘南を冠したものには、湘南大磯病院{1893{明治 26｝年/大磯町}、をはじめ設立順に、湘南馬車鉄道（1905｛明治 38｝年/二宮町、湘南煙草合名

会社（1907{明治 40}年/小田原市）、湘南牛乳株式会社（1908{明治 41}年/二宮町）、湘南度量衡器製作株式会社（1911{明治 44}年/小田原市）、湘南介立社

（1912{明治 45}年/小田原市）などがあり、すべて相模川以西の地域に集中していた。★『「湘南」の誕生』増淵敏之、Rittor Music、2019、p14 

1911(明治 44) 茅ヶ崎電燈株式会社が設立 ・茅ヶ崎村村長伊藤里之助らによって茅ヶ崎電燈株式会社が設立され、南湖に発電所が設けられた。同社により町の電燈は大きく普及し開業 5 年目の段階では
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街の約半数の家に電燈が普及していた。★茅ヶ崎市史ブックレット９・近代茅ヶ崎の群像、茅ヶ崎市史編集委員会, H19、p10 

・茅ヶ崎に初めて電燈が灯った。茅ヶ崎電燈株式会社による。発電所（ガス発電機）は現在の南湖 3 丁目。大口需要は南湖院、別荘地。電話は明治 40（1907）

年 9 月開始。郵便局 1 番、南湖院 2 番、茅ヶ崎館 3 番。電報は明治 42 年から。★首都圏形成史委員会第 99 回例会「湘南イメージの形成」資料、加藤厚子、

H28,2,6、 

1911(明治 44) 江ノ島電気鉄道と横浜電気

が合併 

・江ノ島電気鉄道と横浜電気が合併し、横浜電気江之電鉄道部と改称。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、

1991,p16１ 

1912(明治 45) 湘南介立社（小田原市）が 

設立される 

・この他、湘南を冠したものには、湘南大磯病院{1893{明治 26｝年/大磯町}、をはじめ設立順に、湘南馬車鉄道（1905｛明治 38｝年/二宮町、湘南煙草合名

会社（1907{明治 40}年/小田原市）、湘南牛乳株式会社（1908{明治 41}年/二宮町）、湘南度量衡器製作株式会社（1911{明治 44}年/小田原市）、湘南介立社

（1912{明治 45}年/小田原市）などがあり、すべて相模川以西の地域に集中していた。★『「湘南」の誕生』増淵敏之、Rittor Music、2019、p14 

1915(大正 4) 「湘南遊行記」刊行 ・大正初期には、自然の美、天恵の気候風土、豊富な史蹟に恵まれた遊び心をそそる地、勝景の地という湘南イメージが成立していたことを確認できる書物の一

部を引用。「湘南といふ漠として広く且つ直ぐと勝景の地を連想せしむるかの気分がする湘南の名は、直ぐと人の遊心を唆る。同時に人をして雲水行旅の身とな

さずには惜かん。其地に秀れた自然の美があり気候風土の天恵があり、思出多い史蹟の豊富なるものあるからであろう」★ 

1915(大正 4) 「湘南概論」刊行 ・「湘南概論」という本の地図では真鶴岬より三浦半島全部が「湘南」の領域に含まれている。★「湘南再発見」吉田克彦・江ノ電沿線新聞社・1996(H8),p112-

113  

1916(大正 5) 国鉄駅辻堂開通 ・「辻堂停車場期成同盟」が結成され誘致運動が盛んだったが、海軍演習場を控えていたこともあり大正５年に開通した。★「目で見る藤沢の歴史」名著出版 

191７(大正６) 湘南電気鉄道が免許申請 ・湘南電気鉄道は、1917 年（大正 6 年）に免許申請が出され、1925 年（大正 14 年）に会社が設立された。1930 年（昭和 5 年）4 月に黄金町-浦賀間、 

金沢八景-湘南逗子間で営業を開始した。★https://ja.wikipedia.org/wiki/湘南電気鉄道 1/6 頁 

191７(大正６) 相模鉄道株式会社が設立 ・1915(大正 4)年に茅ヶ崎駅と横浜鉄道（のち横浜線）橋本駅を結ぶ鉄道が計画され、191７年に創設された。用地買収と資金不足で鉄道建設は難航したが、

1921 年 9 月に茅ヶ崎・寒川間が開通、1931 年に茅ヶ崎・橋本間が全通した。★茅ヶ崎市史ブックレット９・近代茅ヶ崎の群像、茅ヶ崎市史編集委員会, H19、

p10  

191７(大正６) 茅ヶ崎に純水館竣工 ・これまでこれといった工場がなかった茅ヶ崎に女工 200 名を雇用する製糸工場ができた。1914 年に繭購入所を茅ヶ崎駅前に設置したのに続き、当時の伊藤

町長の斡旋もあり、1916 年に茅ヶ崎駅と東海道の間の敷地 12,000 坪を購入、1917 年に茅ヶ崎純水館が竣工した。その後 1923 年の関東大震災で工場が

全壊し大きな打撃を受けたが、慢性不況と世界大不況による生糸市況不振が災いして 1937 年に廃業した。★茅ヶ崎市史ブックレット９・近代茅ヶ崎の群像、

茅ヶ崎市史編集委員会, H19、p11～12 

1919(大正 8) 江の島自動車開業 ・藤沢片瀬間に乗合自動車（江の島自動車）が運転開始。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16１ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/湘南電気鉄道%201/6
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1920(大正 9) 県立湘南中学開校 ・この地方唯一の旧制中学として県で 6 番目の中学として藤沢町(鵠沼)に開設された。1948(S23)湘南高等学校に改称される。★「神奈川県百科事典」神奈川

県百科事典刊行会編,大和書房,1983、 

1921(大正 10) 相模鉄道、茅ヶ崎・寒川間が

開業 

・現在のＪＲ相模線は、もともとは私鉄の相模鉄道として茅ヶ崎の人々が出資をして建設されたものである。現在の相鉄は、この会社の一部が存続営業して現在

に至った鉄道であり、相模鉄道としてはＪＲ相模線の方が本家である。相模鉄道は大正 10(1921)年 9 月、茅ヶ崎、寒川間の運行から始まった。蒸気機関車、

客車、貨車など、どれも鉄道院（省）から払下げを受けた老朽車であった。★ちがさき歴史散歩道、茅ヶ崎市史編集委員会編、H12、P34 

1921(大正 10) 江の島乗合船が営業開始 ・江の島乗合船が営業開始。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16２ 

1921(大正 10) 茅ケ崎乗合自動車開業 ・茅ヶ崎乗合自動車が開業。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16２ 

1922(大正 11) 鵠沼,辻堂,茅ヶ崎間鉄道計画 ・12 月 22 日に東海土地電気株式会社（江ノ島電気鉄道の母体）が鵠沼～辻堂～茅ヶ崎間の鉄道の敷設免許を受けた。大正 15 年に大船まで延長、経由地も鵠

沼から片瀬に変更して、測量・用地買収を進めたが、その後関東大震災などの影響で起工の延期が続き、金融環境悪化の中、最終的に計画は実現しないで終わる。

大船～片瀬間のルートを、現在湘南モノレールが走っている。★江ノ電百年物語、湘南倶楽部、JTB、2002、ｐ３８-40 

1922(大正 11) 歌誌「明星」に「湘南にて」 ・歌誌「明星」2 月号に荻野綾子の「湘南にて」が掲載される。★wikipediaH2611 

1922(大正 11) 相模織布株式会社創立 ・相模織布株式会社が創立。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16１ 

1922(大正 11) 湘南農園設立 ★「湘南物語Ⅰ」湯山学、1987,P11 

1923(大正 12) 湘南電気鉄道に路線建設 

許可が下りる（8 月） 

・別荘化に伴い葉山町では、昭和初期に 400 戸を超えていた。この実情を踏まえ、大正 12 年 8 月、横浜市より横須賀市・浦賀町・長井村・逗子町を経て久良

岐郡六浦荘村（現横浜市金沢区）に至る路線と、長井・三崎町間、逗子・鎌倉間の湘南電気鉄道路線建設許可がおりた。ほとんど三浦半島を一周する壮大な計画

であった。 

★「新稿 三浦半島通史」安池尋幸監修・半島史研究会編、瓜谷綱延発行、文芸社、2005、p267 

1923(大正 12) 関東大震災発生 ・大正 12 年 9 月 1 日午前 11 時 58 分 44 秒、酒匂川の河口と伊豆半島の千ヶ崎を結ぶ線と伊東と館山を結ぶ交点付近の海溝の最深部が陥没、関東大震災が

発生、湘南地方も大きな被害に遭遇した。藤沢町の被害戸数は約 2400 戸で世帯総数の 7 割に達した。激震による大津波（９～１０ｍ）の襲来で江の島桟橋の

通行者約 50 名と片瀬海岸の遊泳者 7 名が犠牲になった。★「目で見る藤沢の歴史」藤沢文庫刊行会、p154-156 

・倒壊家屋数、藤沢地区約 4,000 戸、茅ヶ崎地区約 2,200 戸、、寒川地区約 580 戸の被害を受ける。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・

寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16２ 

1925(大正 14) 湘南電気鉄道㈱が会社設立 ・湘南電気鉄道は、1917 年（大正 6 年）に免許申請が出され、1925 年（大正 14 年）に会社が設立された。1930 年（昭和 5 年）4 月に黄金町-浦賀間、 

金沢八景-湘南逗子間で営業を開始した。★https://ja.wikipedia.org/wiki/湘南電気鉄道 1/6 頁 

1925(大正 14) 町立藤沢実科女学校創立 ・町立藤沢実科女学校創立（同年 4 月開校）。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16２ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/湘南電気鉄道%201/6
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1925(大正 14) 藤沢に稲元屋誕生 ・藤沢に稲元屋が誕生。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16２ 

1925(大正 14) 茅ヶ崎駅構内で古墳発見 ・茅ヶ崎駅構内で古墳が発見される。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16２ 

1926(大正 15) 馬入橋開通式 ・馬入橋の開通式。旧相模川橋脚が史跡に指定される。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1 湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進

室、 

1926(大正 15 江の島水族館開館 ・江の島水族館開館。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16２ 

1927(昭和 2) 江ノ島ロープウェイ構想 ・片瀬海岸から江の島の頂上へ向けて、ロープウェイを架ける構想。昭和 2 年に江ノ島ロープウェイ架設免許願が提出され、翌年許可が下りた。同時に江ノ島懸

垂電気鉄道の敷設申請も許可された。しかし、江の島の風致問題などで反対運動がおこり、最終的に実現に至らなかった。★「江ノ島百年物語」湘南倶楽部編、

JTB、2002、p42 

1927(昭和 2) 茅ケ崎に劇場大黒館 ・茅ケ崎新町に劇場大黒館ができる。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16２ 

1928(昭和 3) 湘南海岸の砂防林造成事業

開始 

・湘南海岸の砂防林造成事業が開始された。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1928(昭和 3) 湘南水道㈱ ・高瀬弥一の江の島水道㈱が玉川水道と提携し「湘南水道㈱」として事業拡張。★wikipediaH2611 

・ 

1929 (昭和 4) 小田急江ノ島線が開通 ・昭和 4 年 4 月に小田急江ノ島線が新宿―片瀬江の島間に開通した。1 時間おきに 1 日 16 往復の直通運転で、所要時間は 1 時間 33 分。運賃は 95 銭であっ

た。★「目で見る藤沢の歴史」藤沢文庫刊行会、名著出版、p138 

1929 (昭和 4) 片瀬海岸海水浴場組合設立 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1930(昭和 5) 湘南電気鉄道の創設 ・1930 に黄金町―浦賀駅間、金沢八景―湘南逗子間が開業、「湘南電車」と呼ばれた。1941 年(昭和 16 )に 3 社合併で京浜電気鉄道(現在の京浜急行電鉄)に。

「湘南」の名前がついたのは,当時は三浦半島が全部「湘南」の領域に含まれていたため。大正 4 年発行の「湘南概観」の地図では真鶴岬から三浦半島全部が「湘

南」の領域に含まれている。市川勝典氏の調査では「湘南」とつく会社が横須賀市内に可なりあることからも裏付けられる。」★「湘南再発見」吉田克彦・江ノ

電沿線新聞社・1996(H8)・p112-113 

1930(昭和 5) 湘南電気鉄道が黄金町-浦賀

間、金沢八景-湘南逗子間で

営業を開始 

湘南電気鉄道は、1917 年（大正 6 年）に免許申請が出され、1925 年（大正 14 年）に会社が設立された。1930 年（昭和 5 年）4 月に黄金町-浦賀間、 

金沢八景-湘南逗子間で営業を開始した。 

★https://ja.wikipedia.org/wiki/湘南電気鉄道 1/6 頁 

1930(昭和 5) 

 

湘南電気鉄道の湘南逗子駅

が開業 

・1930 年（昭和 5 年）4 月 1 日―湘南電気鉄道の湘南逗子駅として開業。（略）1963 年（昭和 38 年）11 月 1 日―湘南逗子駅を京浜逗子駅に改称。★ウ

ィキペディア、逗子・葉山駅（出典：フリー百科事典「ウィキペディア（Wikipedia）」2020,07,22 閲覧 

https://ja.wikipedia.org/wiki/湘南電気鉄道%201/6
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1930(昭和 5) 

 

 

湘南電気鉄道の湘南田浦駅

が開業 

・1930 年(昭和 5 年)4 月 1 日―湘南電気鉄道の湘南田浦駅として開業。すでに鉄道省（後の日本国有鉄道、現在の JR）の田浦駅が開業していたため、「湘南」

を冠した。1941 年（昭和 16 年）11 月 1 日―湘南電気鉄道と京浜電気鉄道が合併、京浜電気鉄道の駅となる。（略）1963 年（昭和 38 年）11 月 1 日―京

浜田浦駅に改称。1987 年（昭和 62 年）6 月 1 日―京急田浦駅に改称。★ウィキペディア、京急田浦駅（出典：フリー百科事典「ウィキペディア（Wikipedia）」

2020,07,22 閲覧 

1930(昭和 5) 

 

湘南電気鉄道の湘南大津駅

が開業 

・1930 年（昭和 5 年）4 月１日―湘南大津駅として開業。（略）1963 年（昭和 38 年）11 月 1 日―京浜大津駅に改称。★ウィキペディア、京急大津駅（出

典：フリー百科事典「ウィキペディア（Wikipedia）」2020,07,22 閲覧 

1930(昭和 5) 湘南電気鉄道の湘南富岡駅

が開業 

・1930 年（昭和５年）4 月に湘南電気鉄道が黄金町―浦賀駅間を開業させた際、屏風ヶ浦駅と金沢文庫駅との間に当駅は設置されなかった。同年 7 月に夏季

のみ海水浴客専用仮駅の湘南富岡駅として開業し、翌 1931 年（昭和 6 年）に駅に昇格したが、この駅は大東亜戦争（第 2 次世界大戦）末期の 1945 年（昭

和 20 年）6 月 10 日のアメリカ海軍機による海軍横浜航空隊基地や大日本兵器工場の社宅付近を狙った空襲により破壊され営業休止となり、1９47 年（昭和

22 年）1 月、東急は当駅を一旦廃止とした。しかし同年 3 月には元の位置から杉田方約 900ｍ、現在の鳥見塚バス停付近に再び湘南富岡駅が開業した。（略）

1963 年（昭和 38 年）11 月 1 日―京浜富岡駅に改称。 

★ウィキペディア、京急富岡駅（出典：フリー百科事典「ウィキペディア（Wikipedia）」2020,07,22 閲覧 

1930(昭和 5) 湘南海岸道路敷設計画 ・神奈川県土木部が「湘南海岸道路（川口村片瀬龍口寺―中郡大磯町間）の敷設計画に着手。閲覧 

1930(昭和 5) 湘南地方計画と風致開発策 ・県知事山県治郎は大東京の風景地として湘南地域一帯の田園都市としての開発を計画、「藤沢、茅ヶ崎、平塚海岸地方は、勿論海水の悪影響を受けて居る。さ

ればこそ、此等地方に一貫した大水道計画が必要にも成って来る。かくて地方計画上重要なる一施設を全うせねばならぬ。次は交通系統の充実である。現に各種

交通機関は、湘南に向かって殺到して居る状況だ。従って此処に鬱然として起つて来る処の、乱雑なる湘南地方小都市を大都市の外郊として其の体を如何に統制

すべき哉が重大なる問題になって来る。そこで此の統制を支配する重要なる処置は、一に懸って自由空地の確立、即ち緑地網の設定と、地域性の限定に他ならぬ。

これ即ち湘南の湘南たる所以であろう。」★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 p25-26 

1931 (昭和 6) 

 

京浜電鉄と湘南電鉄が乗り

入れ開始 

・昭和になると、湘南電気鉄道が横浜から三浦半島を縦断するべく、1930（昭和 5）年 4 月に黄金町～浦賀間、金沢八景～湘南逗子（現新逗子）間を開業させ

た。（略）開業翌年の 12 月に、京浜電鉄と湘南電鉄が結ばれ乗り入れ運転を開始した。★「地図で楽しむすごい神奈川」都道府県研究会、洋泉社、2017,p96 

-97 

1931 (昭和 6) 湘南遊歩道路の起工 ・「湘南遊歩道路」（正式名称は「府県道片瀬大磯線」）の建設は昭和 6 年に始まり、同 10 年に完成（湘南大橋の完成は昭和 11 年）している。海岸線に 1 本の

東西間の動脈幹線を通し海岸線を線的、面的に開発しようという画期的な計画だった。湘南遊歩道路の基本構想は東京の大都市化、周辺の都市化が進み、また、

労働の質も変化したことにより、都市には何もないオープンスペースの空間が必要であり、湘南海岸を１大公園地帯として、公園道路として構想された。★「湘

南別荘物語・海浜の憩い」島本千也,2000,p3961９30 に「湘南開発期成同盟会が組織され県に促進働きかけした結果、1931/8 起工、1936/10 に「湘南
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大橋」の完成により全通した。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 p27 

1931(昭和 6) 鉄道省経営による海の家が

藤沢にオープン 

・海水浴ブームをあおったのが、1931(昭和 6)年にできた鉄道省の経営による「海の家」だ。藤沢は 3 本の鉄道に守られながら地元の努力で宿場町から海浜行

楽地・別荘地として急速に変身していった。★「湘南の逆襲」三觜貴義、昭和 62、p122－123 

1931(昭和 6) 湘南養蚕実行組合結成 ・「湘南養蚕実行組合」が藤沢町鵠沼で結成される。★wikipediaH2611 

1931(昭和 6) 湘南瓦斯㈱設立 ・湘南瓦斯㈱が藤沢町鵠沼で開業。昭和 8 年に出版された加藤徳右衛門氏の「現在の藤沢」に記載。★「湘南物語Ⅰ」湯山学/1987/p11 

1931(昭和 6) 湘南自動車合資会社設立 ・昭和 8 年に出版された加藤徳右衛門氏の「現在の藤沢」に記載。★「湘南物語Ⅰ」湯山学/1987/p11 

1931 (昭和 6) 県営湘南水道敷設決定 ・寒川町を水源地とする県営寒川水道の敷設が決定され、35 年 7 月には茅ヶ崎、藤沢、鎌倉、逗子、横須賀を経て浦賀に至る東送水管の通水が決定され、翌 8

月には平塚、大磯に至る西送水管の通水も開始され、36 年 4 月に水源工事の完了により工事が完成した。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編

p27-28 

1932(昭和 7) 植物研究雑誌に「湘南・・」 ・植物研究学者久内清孝が「植物研究雑誌」に「滅び行く湘南の鵠沼片瀬を弔う」を発表。★wikipediaH2611 

1932(昭和 7) 平塚市市政試行 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1933(昭和 8) 湘南学園の開設 ・湘南学園（小学校・幼稚園）が藤沢町鵠沼に開設。当時の鵠沼は知識層の別荘地として脚光を浴び多くの人が集住しつつあったが適切な学校が無いことが問題

となり有志が学校づくりを計画し設立した。昭和 25 年に中学校が設立された。★「目で見る藤沢の歴史」藤沢名著刊行会、名著出版 

1933(昭和 8) 湘南軌道株式会社 ・問題のあった湘南軽便鉄道㈱の財産を軌道財団の抵当権を引き受けて湘南軌道軌道㈱に移行。(年を要確認) 

1933(昭和 8) 湘南を冠した名称の事例 ・昭和 8 年出版の「現在の藤沢」に掲載されている湘南の名称を付けた団体等は以下の通り。湘南中学校、湘南水道㈱、湘南瓦斯㈱、湘南農園、湘南自 

動車合資会社、湘南株式店、湘南花園、湘南養蚕組合、湘南鶏園、湘南煙草小売組合、湘南産婆会、湘南荘(分譲地)。湘南と言う名称が市民権を得るに 

至ったことが分かる。★「湘南物語Ⅰ湯山学,1987 

1933(昭和 8) 湘南地方一帯の総合的な都

市計画の推進 

・1933 年 3 月の都市計画法の改正により、従来都市計画法の施行が市制施行区域に限られていたものが、内務大臣の指定した町村区域にも適用されることに

なったのを機に、県は湘南地方一帯の総合的な都市計画の推進をはかり、同年 8 月に大磯、茅ヶ崎、藤沢、鎌倉、逗子、三崎の各町に対して、都市計画法の適用

申請について諮問した。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 p27-28 

1933(昭和 8) 湘南海岸が景園地に 

指定される 

・1933 年 1 月、内務省で開催された緑地計画協議会において、東京駅を中心として半径 50ｋｍの円内に含まれる地域を対象に東京緑地計画区域が決定され、

「将来自然公園たるべき素質を具備する「景園地」として、県内では、大楠山、三崎、鎌倉、湘南海岸、大山、津久井渓谷、多摩、相模原の 8 か所に決定された。

そして、最初に着手されたのが湘南海岸であった。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 p28-29 

1933(昭和 8) 湘南ヨットクラブ結成 ・新宿湾・葉山港のクルーザー及び国内５ｍクラスのヨット仲間が湘南ヨットクラブを結成。★NPO 法人葉山ヨットクラブ・ブログ、20160109 

1934(昭和 9) 江ノ島が史跡名勝天然記念 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 
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物に指定 

1934(昭和 9) 鎌倉カーニバル開催 ・鎌倉では 1934 年から鎌倉カーニバルを開催し、さまざまなイベントを行って海水浴客の誘致に努めた。これは鎌倉文士の久米正雄が中心となって始めたも

ので、戦争中の中断をはさんで 1962 年まで続けられた。★「新・神奈川県の地理」伊倉退蔵監修、川嶋理夫発行、1996、P161 

1934(昭和 9) 大船に松竹撮影所が移転 ・鎌田から大船に松竹撮影所が移転してきたのは 1934 年のことであり、よく翌年には完成している。大船駅から撮影所の間には、松竹によって分譲された住

宅地があり、そのままロケができるように考えられたものだという。★「新・神奈川県の地理」伊倉退蔵監修、川嶋理夫発行、1996、P167 

1935(昭和 10) 湘南海岸道路開通 ・湘南海岸道路（現 134 号線）開通。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1 湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1935(昭和 10) 湘南海岸公園計画地域 ・都市計画神奈川地方委員会が、「湘南海岸公園計画地域」を可決して答申する。★wikipedia2014,11 

1935(昭和 10) 「湘南国語研究会誌」 ・松岡静雄が「神楽舎講堂湘南国語研究会誌」第 1 号を発行。★wikipediaH2611 

1935(昭和 10) 松下が茅ヶ崎に工場設置 ・松下電器産業蓄電池製作所が茅ヶ崎に工場を設立。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16２ 

1936(昭和 11) 湘南大橋竣工 ・「湘南遊歩道路」の一部として計画された神奈川県道片瀬大磯線相模川「湘南大橋」が完成し全線開通となる。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員

会編 p27 

1936(昭和 11) 湘南氷業販売組合 ・「湘南氷業販売組合」を藤沢町で結成。★wikipediaH2611 

1936(昭和 11) 湘南白百合学園創立 ・東京九段にある白百合学園の姉妹校として創設され、フランスから函館にわたったシャルトル聖パウロ修道女会(カソリック)が経営している。昭和 11 年、乃

木将軍が毎夏学習院の生徒と共に海水浴に来た際の幕営地であった松林の一角を購入し創設された「片瀬乃木幼稚園」が同校の出発。翌 12 年に片瀬乃木小学

校、その翌年に乃木高等女学校の設置が認可された。終戦後の 21 年に「湘南白百合高等女学校」と改称した。★「目で見る藤沢の歴史」名著出版 

1936(昭和 11) （横須賀の）軍港裁縫女学院

が湘南女学校に改称 

・各種学校だった軍港裁縫女学院は、昭和 10 年 3 月に、3 年制の実業学校に昇格した。そして翌 11 年 3 月、校名が湘南女学校と改称された。この時、初め

て「湘南」という名称を校名に用いた。「湘南」とはー。中国に湘水（湘河）という河の南の地方が、気候温暖、風光明媚な名所。三浦半島の気候や自然が、その

地方に似ているので「湘南」の名称を付けた、そうな。（注：同校は、14 年に高等湘南女学校、16 年に「高等女学校令」により湘南高等女学校に校名を変更） 

★「ふるさと横須賀（下）」石井昭、かなしん出版、神奈川新聞社、昭和 62 年、p156 

・1932 年に設立された軍港裁縫女学院が校名を湘南女学院に改称。1939 年に高等湘南女学院に改称、1948 年に湘南女子高等学校に改称、2000 年に男女

共学化し湘南学院高等学校と改称した。所在地は横須賀市佐原。★Wekipedia 2016,1,20 

1937(昭和 12) 湘南大橋開通式 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1937(昭和 12) 湘南海岸公園計画決定 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1937(昭和 12) 平塚海岸に市営プール開設 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1937(昭和 12) 茅ケ崎製糸工場純水館廃業 ・1916 年に茅ヶ崎駅と東海道の間の敷地 12,000 坪を購入、1917 年に竣工した茅ヶ崎純水館が廃業した。1923 年の関東大震災で工場が全壊し大きな打撃
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を受けたが、慢性不況と世界大不況による生糸市況不振が災いして 1937 年に廃業した。★茅ヶ崎市史ブックレット９・近代茅ヶ崎の群像、茅ヶ崎市史編集委

員会, H19、p11～12 

1937(昭和 12) 片瀬乃木小学校設立 ・片瀬乃木小学校設立。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16２ 

1938(昭和 13) 私立乃木高等女学校開校 ・片瀬町に私立乃木高等女学校が開校。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16２ 

1938(昭和 13) 湘南半島自動車の設立 ・半島自動車、臨界自動車、鎌倉乗合自動車が解散・合併し新たに湘南半島自動車を設立。★wikipedia 2015,1 

1940(昭和 15) 湘南市実現せず・１ ・昭和 15 年 1 月 10 日に開かれた藤沢町勢振興委員会において合併により成立する名称を協議した結果、第 1 案「藤沢」、第 2 案「藤沢江の島」または「湘

南」とし、第 2 案まで片瀬町側が応じない場合には、合併交渉を見合わせることにしたが、3 月 7 日に「藤沢市」に決定した。市制施行は 10 月 1 日。★「目

で見る藤沢の歴史」名著出版、p174 

1940(昭和 15) 藤沢市市政施行 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1940(昭和 15) 藤沢町単独で市制を施行 ・藤沢町、単独で市制を施行。最初の市議会開会。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16２ 

1941(昭和 16) 湘南電気鉄道が解散 ・1941 年 11 月に資本関係があった京浜電気鉄道、湘南半島自動車との 3 社合併を行い、湘南電気鉄道は解散した。合併後の京浜電気鉄道が現在の京浜急行

電鉄の前身となった。★https://ja.wikipedia.org/wiki/湘南電気鉄道 1/6 頁 

1941(昭和 16) 湘南文化連盟結成 ・藤沢市内外の文化人や宗教家が集まり「湘南文化連盟」を結成。★wikipedia2014,11 

1941(昭和 16) 湘南ヨットクラブが湘南海

洋練成会に改称 

・1933(Ｓ8)年に結成されたとされる湘南ヨットクラブは、昭和 16 年から昭和 26 年まで湘南海洋練成会に改称した。★NPO 法人葉山ヨットクラブ・ブロ

グ、20160109 

1942(昭和 17) 茅ケ崎に米軍機襲来 ・茅ヶ崎町に米軍機１機が襲来。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16２ 

1942(昭和 17) 湘南電気鉄道が東京横浜電

鉄、小田急電鉄との合併で京

浜電気鉄道に。旧湘南路線は

東急湘南線と呼ばれる。 

・昭和 16 年、京浜電気鉄道が、湘南電気鉄道および湘南半島自動車と合併して、京浜電気鉄道となる。翌 17 年、東京横浜電鉄、小田急電鉄との合併で東京急

行電鉄、いわゆる「大東急」が発足.旧京浜の部分は、東急品川線、旧湘南は“東急湘南線”、後には品川～浦賀および支線を全部合わせて“東急湘南線”と呼ば

れるようになる。★★出典確認中 

1943(昭和 18) 日大農学部設置 ・藤沢市亀井野に日大農学部設置。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16２ 

1943(昭和 18) 藤沢ゴルフクラブ解散 ・藤沢ゴルフクラブ解散、藤沢ゴルフ場を閉鎖し、横須賀海軍航空隊の基地として利用する。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史

年表、郷土新聞社、1991,p163 

1944(昭和 19) 相模鉄道相模線が国有化 ・相模鉄道相模線が国有化される。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1944(昭和 19) 東京急行電鉄の久里浜駅が ・1942 年（昭和 17 年）12 月１日―東京急行電鉄（大東急）により、[久里浜駅]として開業。1944 年（昭和 19 年）4 月 1 日―鉄道省（現・JR 東日本）

https://ja.wikipedia.org/wiki/湘南電気鉄道%201/6
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湘南久里浜駅に改称 横須賀線に久里浜駅が開業したため、[湘南久里浜駅]に改称。★ウィキペディア、京急久里浜駅（出典：フリー百科事典「ウィキペディア（Wikipedia）」2020,07,22

閲覧 

1945(昭和 20) 南湖院が海軍に接収される ・1899 年にクリスチャン高田が開設した結核療養所南湖院は、1945 年、アメリカ軍の上陸に備えて海軍に接収され、結核サナトリウムの歴史に幕を閉じた。

★茅ヶ崎市史ブックレット９・近代茅ヶ崎の群像、茅ヶ崎市史編集委員会, H19、p10 

1945(昭和 20) B29 藤沢御所見爆弾投下 ・Ｂ29 の 1 機が御所見の山林と畑地に爆弾 3 個投下 

1945(昭和 20) 湘南地方に米軍機来襲 ・湘南地方に米軍機 320 機来襲。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1945(昭和 20) 南湖院海軍接収 ・南湖院が海軍に接収される。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1945(昭和 20) 米軍機藤沢来襲 ・5 月 25 日夜半に横浜・川崎来襲の B29 編隊の一部が藤沢署管内に焼夷弾 360 発投下、36 戸全焼。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・

寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1945(昭和 20) 米軍機渋谷町来襲 ・6 月 11 日、米軍の 951 戦闘機 42 機が渋谷町等に来襲。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1945(昭和 20) 米軍機茅ヶ崎来襲 ・7 月 16 日茅ヶ崎町、米軍機の空襲により 182 戸の住宅が焼失、死傷者出る。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土

新聞社、1991,p163 

1945(昭和 20) マッカーサー厚木到着 ・マッカーサー連合国最高司令官厚木到着、長後を通り横浜へ進駐。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1945(昭和 20) 藤沢航空隊跡地米兵進駐 ・藤沢航空隊跡地に 550 名の米兵部隊進駐。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1945(昭和 20) 米軍南湖院接収 ・占領軍第 8 軍が南湖院を接収。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1946(昭和 21) 姥島付近で上陸・爆撃演習 ・占領軍、姥島付近で上陸・爆撃演習を行う。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1946(昭和 21) 社会事業団体湘南国際病院

が発足 

・（横須賀の）財団法人湘南福祉会湘南病院は、京浜急行追浜駅の真裏の小高い場所に位置し、元海軍航空技術廠技術将校の宿舎を転用し昭和 21 年 2 月１日に

瀬田良平らが社会事業法による社会事業団体湘南国際病院として発足したのに始まっている。★「横須賀市史」横須賀市史編纂委員会、横須賀市長、昭和 32 年、

p1126～1127 

1946(昭和 21) 湘南白百合高等女学校に改

称 

・乃木高等女学校（1938(昭和 13)年に設置認可）が湘南白百合高等女学校に名称変更。1948(昭和 23)年湘南白百合学園中学校設置認可。同年、湘南白百合

高等女学校を湘南白百合学園高等女学校に名称変更。★「目でみる藤沢の歴史」藤沢文庫刊行会、 

1947(昭和 22) 茅ヶ崎市市制制度施行 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1947(昭和 22) 城山町に湘南小学校発足 ・昭和 22 年 4 月 1 日、城山町域では国民学校から新しく川尻小学校と湘南小学校が発足した。★「城山町史７・通史編、近現代」城山町編、城山町発行、H9、 

1948(昭和 23) 県立湘南高等学校に改称 ・この地方唯一の旧制中学として県で 6 番目の中学として藤沢町(鵠沼)に開設された県立湘南中学校が 1948(S23)の学制改革で湘南高等学校と改称された。★

「神奈川県百科事典」神奈川県百科事典刊行会編,大和書房,1983532 
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1948(昭和 23) 湘南女子学園設立 ・湘南女子学園設立。★「新・神奈川県の地理」伊倉退蔵監修、川嶋理夫発行、1996、P151 

1948(昭和 23) 湘南新聞創刊 ・1948(昭和 23)2 月 5 日、湘南新聞創刊。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1948(昭和 23) 湘南女子高等学校に改称 ・昭和 6 年、横須賀市汐入に軍港裁縫女学院として設立された。昭和 8 年、現在地(日ノ出町)に移転。昭和 23 年の学制改革により湘南女子高等学校と改称され

た。★「湘南の逆襲」みつはし貴義、神奈川新聞社、1987、p34 

1948(昭和 23) 大磯にエリザベス・サンダー

ス・ホーム開設 

・大磯に混血児施設エリザベス・サンダース・ホームが開設された。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン

推進室、 

1948(昭和 23) 小田急が東急から分離独立 ・小田急電鉄、東急電鉄から分離独立。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1949(昭和 24) 湘南高校が夏の甲子園で全

国優勝 

・戦後に創部された野球部は、1949 年、県大会の優勝候補の一つに挙げられ、8 月 3 日の決勝で強豪県立商工高校と対戦し、県随一の好投手といわれたエー

ス大沢啓二（藤沢出身、後南海ホークスに入り、日本ハム監督などを歴任）を打ち崩して勝利した。第 31 回夏の甲子園には 23 チームが出場したが、南四国代

表の城東、信越代表の市立松本を下し、東日本勢で唯一準決勝へ進んだ。準決勝で、中西太を擁し優勝候補の一角であった北四国代表の高松一高に勝利、決勝で

は岐阜高校と対戦して勝ち、神奈川県勢として初優勝し、1916（大正５）年第 2 回の慶応普通部の優勝以来 33 年ぶりに優勝旗が箱根の山を越えたと言われ

た。藤沢に帰ってきた湘南ナインは、万余の市民の出迎えを受け、学校までスパイクシューズで歩いての行進となった。こうして、バックネットを持たない創部

3 年の野球部の初陣での全国優勝は国民に感動を与えた。★「回想の湘南」（続）藤沢市史編さん委員会、2009、P76-79 

1949(昭和 24) 片瀬江ノ島、風致地区に指定 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1949(昭和 24) 聖園女学院高校設立 ・聖園女学院高校設立。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1949(昭和 24) 江の島桟橋（弁天橋）渡初式 ・江の島桟橋（弁天橋）渡初式。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1949(昭和 24) 江ノ電バス営業開始 ・江ノ電バス営業開始。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1949(昭和 24) 湘南高校、甲子園で優勝 ・県立湘南高校、全国野球選手権で優勝。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1949(昭和 24) 江の島植物園開園 ・江の島植物園開園。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1949(昭和 24) 湘南電車が東海道線に登場 ・「戦後の通勤地獄を救うために投入されたオレンジとグリーンで塗り分けた長編成の「湘南電車」は、明治 23 年(1890)に日本に電車が登場して以来半世紀以

上もチョコレート職などの地味な塗装ばかりだったため、カラフルなボディ塗装電車の登場という意味で画期的だった。カッコいい湘南型電車の 2 枚窓傾斜型

スタイルはその後各地の私鉄に波及していくが、とりわけ長距離高速電車の小田急ロマンスカーや新幹線へ発展していったことは記憶に値する。★「湘南再発見」

古田克彦・江ノ電沿線新聞社・1996(H8),p120-121 

1950(昭和 25) 相模原市に湘南寺 ・相模原市緑区小倉 875 に臨済宗建長寺派、小倉山湘南寺がある。1950（昭和 25）年面光寺と合併し湘南寺と呼称した。元は東光寺と称し、明治末に常照

寺と合併して東照寺と改抄した。★Wikipedia、 
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1951(昭和 26) 江ノ島に大展望灯台が建設 ・昭和 26 年 3 月 25 日、海抜 60m の頂上に高さ 53.7m の大展望台が建設された。総工費 3000 万円。・江ノ島灯台の建設は、昭和 24 年 8 月 1 日、江ノ

島鎌倉観光株式会社と社名変更した江ノ電の将来姿勢を示す象徴的な事業であった。★「江ノ電百年物語」、湘南倶楽部編、JTB、2002、p50 

1951(昭和 26) 藤沢の小学校完全給食開始 ・藤沢市内小学校で完全給食を開始。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1951(昭和 26) 第 1 回平塚七夕まつり開催 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1951(昭和 26) 茅ヶ崎漁港開設 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1951(昭和 26) 江の島平和塔落成 ・江の島平和塔落成。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1952(昭和 27) 平塚漁港開設 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1952(昭和 27) 藤沢飛行場その１ ・藤沢飛行場で戦後初の国産飛行機テスト実施。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1953(昭和 28) 藤沢飛行場その２ ・藤沢飛行場を東洋航空株式会社が民間飛行場として使用開始。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1954(昭和 29) 江ノ島水族館開館 ・東京大学の初代動物学教授となったモース博士は、生物の学生を江の島に連れてきて実地に生き物を見せる教育を始めたという。モース博士以来の伝統を受け

継いだ江の島水族館は、昭和 29 年 7 月に日本における近代的な水族館の第 1 号として開館した。海洋科学の知識を普及するにとどまらず、娯楽性をも追及し

ているユニークな水族館である。★「江ノ電讃歌」、吉川文夫編著、大正出版、昭和 60 年、P57 

1955(昭和 30) 太陽の季節・芥川賞受賞 ・1955(昭和 30)年、雑誌「文學界」7 月号に掲載された石原慎太郎の「太陽の季節」が第 1 回文学界新人賞に選ばれ、翌 1956 年 1 月には芥川賞を受賞し

た。（略）石原作品は、同年中に次々と映画化され、5 月 17 日「太陽の季節」（日活）、6 月 28 日「処刑の部屋」（大映）、7 月 12 日「狂った果実」（日活）、9

月 26 日「日食の夏」（東宝）と毎月のように封切られた。若者を描くこれらの映画は、太陽族映画と呼ばれ大人気となり、「太陽の季節」や「狂った果実」の舞

台となった湘南の海には、映画の刺激を受けた若者たちが集まった。「マンボスボンにアロハシャツ、女の子も半ズボンか短いスカートで脚を出し」たファッシ

ョンで歩き、夜になると、テンガローと呼ばれる板の床にテントを張っただけの施設で過ごす者たちもいた。彼らは太陽族をもじって「月光族」と呼ばれた。 

★「藤沢市史研究」48 号、/ 湘南海岸の変遷・大矢悠三子、2015/3、p76-77、 

1955(昭和 30) 県湘南海岸整備事務所に改

称 

・昭和 2 年、藤沢、茅ヶ崎の海岸砂防を行うために海岸砂防事務所として発足した県の出先機関。昭和 14 年いったん廃止。昭和 21 年所管地域に大磯海岸を加

え湘南海岸砂防事務所として再発足。昭和 30 年湘南海岸整備事務所と改称。公園整備事業も併せて行うことになった。★「湘南の逆襲」みつはし貴義、神奈川

新聞社、1987、p34 

1955(昭和 30) 湘南福祉会湘南病院に改称 ・（横須賀の）財団法人湘南福祉会湘南病院は、京浜急行追浜駅の真裏の小高い場所に位置し、元海軍航空技術廠技術将校の宿舎を転用し昭和 21 年 2 月１日に

瀬田良平らが社会事業法による社会事業団体湘南国際病院として発足したのに始まっている。（略）昭和 30 年 4 月 1 日から事業の発展とともに公益法人として

財団法人となり湘南福祉会湘南病院と改めて今日に至った。★「横須賀市史」横須賀市史編纂委員会、横須賀市長、昭和 32 年、p1126～1127 

1956(昭和 31) 湘南市実現せず・２ ・寒川町長、同町議会長らが藤沢市と茅ヶ崎市に合併の上「湘南市」とする話を持ちかけたが実現せず。★「湘南再発見」吉田克彦・江ノ電沿線新聞社・1996(H8) 
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1956(昭和 31) 湘南道路が開通 ・1956(S31)：国道 134 号横須賀大磯線（後の国道 134 号）中、藤沢市片瀬東浜から鎌倉市由比ヶ浜までを「湘南道路」とし、料金徴収期間は 1970(S45)3,31

までとする。後の鎌倉区間にあたる区間。・1964(S10),10,9 国道 134 号中、逗子市大字新宿から藤沢市片瀬までを「湘南道路」とし、料金徴収期間は

1986(S61)6,30 までとする。逗子区間と鎌倉区間の２区間を置く。後に両区間とも無料開放となる。★Wikipedia2015,1「湘南道路」 

1956(昭和 31) 太陽の季節・公開 ・1956 年 5 月 17 日に封切られた日活作品「太陽の季節」（古川卓巳監督）は、同年 1 月に石原慎太郎が芥川賞を受賞した同名小説の映画化である。 

原作が若者の間で話題となり製作が急がれたため、封切りがゴールデンウイーク後になり、興行成績が懸念されたものの、実際には全国規模で高い成績を記録し

た。（略）そして、これらの小説や映画の登場人物のファッションや言動を真似る若者が登場した。石原慎太郎の髪型を真似た「慎太郎刈り」や、大きな柄のア

ロハシャツやサングラスを身につけた若者たちが「太陽の季節」の部隊になった湘南海岸に続々と集まり始めたのである。評論家の大宅壮一は彼らを「太陽族」

と名づけ、この種の若者風俗を描く映画は「太陽族映画」と呼ばれるようになったのである。★「回想の湘南」（続）藤沢市史編さん委員会、2009、P96-97 

1956(昭和 31) 湘南電車運転開始 (要確認)★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1957(昭和 32) 江ノ島マリンランド ・江の島マリンランドが営業を開始した。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1957(昭和 32) 茅ケ崎ゴルフ場開場 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1958(昭和 33) 小田急シーサイドパレス 鵠沼に小田急シーサイドパレスが開業した。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1958(昭和 33) 湘南平(平塚市)設置 ・大磯町北部にある海抜 181 メートルの丘陵。古くは泡多羅山、江戸中期以降は千畳敷と呼ばれたが、昭和 33 年 4 月平塚市の自然公園とされた時に湘南に誇

る高台という意味で湘南平と命名された。★「湘南の逆襲」みつはし貴義、神奈川新聞社、1987、p30 ・平塚市の高麗山公園の一部で、平塚市と神奈川中央

交通が自然公園を設置する案をたて開発整備、当時の市長戸川貞雄が湘南平と命名した。その後、放送所設置およびレストハウス建て替え等が行われた。★

Wikipedia 2014,12 

1959(昭和 34) 辻堂演習場が米軍から返還 ・辻堂演習場が米軍から返還される。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1959(昭和 34) 湘南新聞販売㈱設立 ・朝日新聞社発行の新聞・出版物およびその他の新聞・雑誌の販売会社として設立。★会社概要、net、2015,1,20 

1959(昭和 34) 湘南海岸公園に観光センタ

ーが開館 

★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1959(昭和 34) 江ノ島に野外エスカレータ ・江の島に野外エスカレータが設置された。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1959(昭和 34) 黒いジェット機が不時着 ・黒いジェット機（米軍Ｕ２）が藤沢飛行場に不時着。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1958(昭和 33) 湘南海岸公園駅に改称 ・湘南海岸公園駅は開通当初から営業していた西方駅を昭和 33 年 12 月に駅名変更した駅である。駅の位置は駅名変更時に少し江の島寄りに異動している。駅

名が変わったのは、昭和 32 年夏に片瀬・江の島が東洋のマイアミと名乗りをあげ鵠沼海岸から片瀬にかけての境川河口西側一帯の海岸も、マイアミらしく湘南

海岸公園と命名されたことからである。（ただし海岸まで徒歩 15 分）★「江ノ電百年物語」、湘南倶楽部編、JTB、2002、pp148 
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1960(昭和 35) 小田急線善行駅開設 ・小田急線善行駅開設。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1960(昭和 35) 湘南港(藤沢市) ・昭和 35 年 5 月～39 年 7 月にかけ江の島南東海面につくられた観光港兼ヨットハーバー。ヨットハーバーは昭和 39 年 10 月の東京オリンピックに間に合

わせるようにつくられたが現在は湘南の 1 大ヨット基地として知られている。★「湘南の逆襲」みつはし貴義、神奈川新聞社、1987、p30 

1960(昭和 35) 「日本の風土記/湘南・箱根」 

から引用 

・「湘南の風土記」の１章「湘南の文化財」で渋江二郎は「湘南地方と云われる神奈川県のもとの三浦郡、鎌倉郡、高座郡、中郡、足柄上下郡の海岸線は古来住民

も多く文明のひらけた地方であったので・・・」と帰している。★「日本の風土記/湘南・箱根」林房雄・土橋治重著,宝文館,1960(S35),p24 

1960(昭和 35) 県立湘南海岸公園が完成 ・県は湘南海岸砂防事務所を 1955 年に公園整備事業を加えた「湘南海岸整備事務所」に発展させて 1957 年 11 月に特許事業方式（民間施設活用）の県立海

岸公園計画を告示した。告示以前から水族館は国道を隔てた海側に江の島水族館マリンランド（1957,5,3）児童海水プール（1957,6,16）、そのプールを改修

した江の島怪獣動物園（1964,5,25）を開設、一方、鉄道会社による江ノ電駐車センター、東急レストハウス、小田急ビーチハウス（いずれも 1956）、江の島

へるすセンター（1957）、小田急シーサイドパレス(1958)などが特許事業として続々と建てられ、斬新なデザインを競い合った。かくして、県による「太陽の

広場」建設を最後に 1960,7,13 境川から引治川の間に 18.1ha の県立湘南海岸公園が完成するのである。★2015,1,Wikipedia 「湘南海岸公園（藤沢市）」 

1961(昭和 36) 湘南カントリークラブがオ

ープン 

・三菱グループによるグループ社員のためのゴルフ場建設を目的として、昭和 32 年 9 月に㈱湘南カントリークラブが設立され、グループ 22 社（現在は 24

社）の出資により茅ヶ崎市赤羽根にコースを設計することを決定、昭和 36 年にオープンした。コース設計は発起人の 1 人である赤星平馬の旧制成蹊中学の後

輩で当時コース設計の第 1 人者とされた井上誠一が担当した。★湘南カントリークラブ HP、2015,02 

1961(昭和 36) 鵠沼プールガーデン開業 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1961(昭和 36) 砂防林の松、枯死急増 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1960～70 

年代 

湘南海岸にサーファーの登

場 

・1950～1960 年代前半には日本を代表する海水浴場であった江の島海岸の人気は、水質汚染の影響から急速に落ち込んだ。これに代わって 1960～70 年代

にかけてサーフィンや音楽に興ずる若者が登場した。★「湘南の風景」小風秀雅著/茅ヶ崎市史編集員会編 p44 

1961(昭和 36) 湘南レッドを開発 ・県農業技術センター（旧県農業総合研究所園芸分場）が昭和 36 年に育成した湘南レッドは生食用の玉ねぎの始まり。湘南生れで赤い色をしていることから湘

南レッドと命名された。★Wikipedia 2015,1「湘南レッド」・米国から導入された品種に改良を加え、市場性を検討して昭和 36 年に命名、大磯町、小田原市

を中心に川崎市の一部でも生産されている。★「湘南の逆襲」みつはし貴義、神奈川新聞社、1987、p32 

1962(昭和 37) 湘南広域都市行政協議会 

設立 

・昭和 30 年を境として、市町村合併が１段落した時点以後、経済の成長に伴う都市化の進展に対して、隣接市民が各自治体相互に共通する課題を行政権を超え

て解決するために、藤沢市、茅ヶ崎市の両市と寒川町が昭和３７年に湘南広域都市行政協議会を設立した。★「湘南物語Ⅰ」湯山学/1987/p24 

1963(昭和 38) 東海大学湘南キャンパス ・（東海大学が）1963 年に現在メインキャンパスとなっている湘南キャンパス（平塚市金目）を開設した。★Wikipedia 2016,1,20 

1963(昭和 38) 京急の湘南久里浜駅が京浜

久里浜駅に改称 

・1944 年（昭和 19 年）4 月 1 日―鉄道省（現・JR 東日本）横須賀線に久里浜駅が開業したため、「湘南久里浜駅」に改称。1963 年（昭和 38 年）11 月

1 日―野比駅までの延伸により中間駅となる。同時に「京浜久里浜駅」に改称。★ウィキペディア、京急久里浜駅（出典：フリー百科事典「ウィキペディア
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（Wikipedia）」2020,07,22 閲覧 

1963(昭和 38) 京急の湘南逗子駅が京浜逗

子駅に改称 

・1930 年（昭和 5 年）4 月 1 日―湘南電気鉄道の湘南逗子駅として開業。（略）1963 年（昭和 38 年）11 月 1 日―湘南逗子駅を京浜逗子駅に改称。★ウ

ィキペディア、逗子・葉山駅（出典：フリー百科事典「ウィキペディア（Wikipedia）」2020,07,22 閲覧 

1963(昭和 38) 京急の湘南田浦駅が京急田

浦駅に改称 

・1930 年(昭和 5 年)4 月 1 日―湘南電気鉄道の湘南田浦駅として開業。すでに鉄道省（後の日本国有鉄道、現在の JR）の田浦駅が開業していたため、「湘南」

を冠した。1941 年（昭和 16 年）11 月 1 日―湘南電気鉄道と京浜電気鉄道が合併、京浜電気鉄道の駅となる。（略）1963 年（昭和 38 年）11 月 1 日―京

浜田浦駅に改称。1987 年（昭和 62 年）6 月 1 日―京急田浦駅に改称。★ウィキペディア、京急田浦駅（出典：フリー百科事典「ウィキペディア（Wikipedia）」

2020,07,22 閲覧 

1963(昭和 38) 京急の湘南大津駅が京浜大

津駅に改称 

・1930 年（昭和 5 年）4 月１日―湘南大津駅として開業。（略）1963 年（昭和 38 年）11 月 1 日―京浜大津駅に改称。★ウィキペディア、京急大津駅（出

典：フリー百科事典「ウィキペディア（Wikipedia）」2020,07,22 閲覧 

1963(昭和 38) 

 

 

京急の湘南富岡駅が京浜富

岡駅に改称 

・1930 年 4 月に湘南電気鉄道が黄金町―浦賀駅間を開業させた際、屏風ヶ浦駅と金沢文庫駅との間に当駅は設置されなかった。同年 7 月に夏季のみ海水浴客

専用仮駅の湘南富岡駅として開業し、翌 1931 年（昭和 6 年）に駅に昇格したが、この駅は大東亜戦争（第 2 次世界大戦）末期の 1945 年（昭和 20 年）6 月

10 日のアメリカ海軍機による海軍横浜航空隊基地や大日本兵器工場の社宅付近を狙った空襲により破壊され営業休止となり、1９47 年（昭和 22 年）1 月、東

急は当駅を一旦廃止とした。しかし同年 3 月には元の位置から杉田方約 900ｍ、現在の鳥見塚バス停付近に再び湘南富岡駅が開業した。（略）1963 年（昭和

38 年）11 月 1 日―京浜富岡駅に改称。 

★ウィキペディア、京急富岡駅（出典：フリー百科事典「ウィキペディア（Wikipedia）」2020,07,22 閲覧 

1963(昭和 38) 藤沢バイパス開通 藤沢バイパス開通。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1963(昭和 38) 映画「天国と地獄」に江ノ電 ・黒澤明監督の映画「天国と地獄」に江ノ電が登場。昭和 38 年当時の江ノ電の集電方式はトロリーポール方式であったが、他の鉄道会社が採用してなかったの

がミステリー解決のヒントとして採用された理由。★「江ノ電百年物語」湘南倶楽部編、JTB、2002、P64 

1964(昭和 39) 湘南道路完成 ・逗子市大字新宿―鎌倉市由比ヶ浜間に完成した 4.1km の一般有料道路(現在は無料)。★「湘南の逆襲」みつはし貴義、神奈川新聞社、1987、p30 

1964(昭和 39) 県立北稜高校開校 ・県立北稜高校開校。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1964(昭和 39) 相模川砂利採取全面禁止 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1964(昭和 39) 湘南港ヨットハーバー ・同年開催されたオリンピックヨット競技場として整備。湘南港灯台はヨットの帆のイメージを表した灯台として整備された。海上保安庁の管轄。 

1964(昭和 39) 江ノ島ででオリンピックの

ヨット競技開催 

・オリンピック東京大会のヨット競技画江ノ島で開催された。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1 湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン

推進室、 

1964(昭和 39) 江ノ島怪獣動物園開場 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 
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1965(昭和 40) 江の島大島間定期航路開設 ・江の島―大島間に定期航路が開設。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1966(昭和 41) 湘南台駅が開業 ・藤沢市の区画整理事業と工場誘致によって小田急江ノ島線では最も新しい駅として「湘南台」駅が 11 月に開業された。 

1968(昭和 43) 湘南北部地域開発計画に対

する調査実施 

・県は「湘南北部地域開発計画に対する調査」で、神奈川県第 3 次総合計画における湘南北部の緑の環境保全という当時としては新しい提案をしている。★「湘

南物語Ⅰ」湯山学/1987/p24 

1968(昭和 43) 湘南教職員組合設立 ・鎌倉市,藤沢市,茅ヶ崎市、寒川町の公立の小学校,中学校,養護学校教職員の組合設立。★「湘南の逆襲」みつはし貴義、神奈川新聞社、1987、p30 

1968(昭和 43) 平凡パンチの湘南紹介記事 ・1970 年代までは日帰り旅行や海水浴の行き先として新聞・雑誌に取り上げられていたが、60 年代末頃から始まったサーフィンブームが影響を与え始めた。

1968 年の平凡パンチでは、「はやり始めた豪快な海のスポーツ、サーフィン」という記事で辻堂・茅ケ崎周辺のサーフィン事情を紹介している。★「回想の湘

南」、藤沢市史編さん委員会、2009、P162 

1968(昭和 43) サーフショップ GODDES 

開店 

・戦後駐留した米軍の兵士が、休日に湘南の海岸で楽しんだサーフィンを、手作りのボードで見よう見まねで始めた地元サーファーの姿がもてはやされるまで時

間がかからなかった。茅ヶ崎の GODDES が開店したのは 1968 年で、以後、鎌倉から茅ヶ崎にかけて、多くのサーフショップが海岸沿いや海岸に通じる道に

開店した。★「新・神奈川県の地理」伊倉退蔵監修、川嶋理夫発行、1996、P162 

1968(昭和 43) 鵠沼に八部公園完成 ・鵠沼に八部公園完成。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1969(昭和 44) 湘南地域を「藤沢、茅ヶ崎,平

塚,寒川,大磯,二宮」と定義 

・昭和 44 年発行の「神奈川県第 3 次総合計画書(改訂版)」によれば、全県の総合計画立案の際に、湘南地域を「藤沢、茅ヶ崎、平塚、寒川、大磯、二宮」の３

市,３町としている。湘南地域地下理由：「値域区分については従来それぞれ行政の必要性から各種の区分が行われているが、交通の発達により、その地域特性は

漸次均質化し、その特性は失われつつあり、細分化した地域区分の必要性はうすらいでいる。」「しかし、本計画策定上の利便のため、最近の人口増加傾向、工場

立地状況、経済圏、過去の総合計画に使用した区分、行政区分、各種総計調査区分などを考慮して」区分したとある。この県が用いた地域区分は、学問的にいう

計画地域に当たる。ある目的を達成するためにーこの場合は、県総合計画に定められた目的、政策を推進する対象地域として設定されたものである。★「湘南物

語Ⅰ」湯山学/1987 

1969(昭和 44) 県湘南地区行政センター(平

塚市) 

・県の行政区として本拠を平塚市に設置。藤沢市、平塚市、茅ヶ崎市、秦野市、伊勢原市、寒川町、大磯町、の 5 市２町。二宮町は足柄上地区行政センター扱い。

★「海浜の憩い・湘南別荘物語」島本千也,2000、 

1969(昭和 44) 加山雄三・若大将シリーズ ・1 歳 9 か月から 31 歳まで茅ヶ崎在住。1965 年パシフィックホテル茅ヶ崎を開業（1970 年倒産）。1969～1971 映画「若大将シリーズ」（興業的には失

敗）。2010 年茅ヶ崎市から茅ヶ崎市民栄誉賞受賞、2011 第 61 回芸術選奨文部科学大臣賞大衆芸能部門賞受賞。★wikipediaH2611 

1969(昭和 44) 相模川河畔スポーツ公園 ・相模川河畔スポーツ公園が完成した。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1 湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1970(昭和 45) 湘南モノレール開業 ・1970 年 3 月、大船―西鎌倉間開業。71 年、西鎌倉―湘南江の島間開業で全通。懸垂式のモノレールとして世界初の実用化。★「神奈川県百科事典」神奈

川県百科事典刊行会編,大和書房,1983★「湘南再発見」吉田克彦・江ノ電沿線新聞社・1996(H8),p113 



 

26 

 

1970(昭和 45) ヨットハーバーを一般開放 ・江ノ島のヨットハーバーを一般にも開放。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1971(昭和 46) 神奈川県公害防止条例制定 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1971(昭和 46) 茅ヶ崎市モーテル建設規制 ・茅ヶ崎市が、県下で初のモーテル建設規制条例を制定。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1 湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進

室、 

1971(昭和 46) 藤沢市、緑保全および緑化の

推進に関する条例を制定 

・藤沢市が、緑の保全および緑化の推進に関する条例を制定。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1 湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン

推進室、 

1971(昭和 46) 自転車歩行者専用道路 ・国道 134 号線南側に自転車歩行者専用道路が完成。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1 湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1971(昭和 46) 辻堂海浜公園開園 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1971(昭和 46) 湘南モノレール開設 ★「これでいいのか神奈川県」昼間たかし他編、マイクロマガジン社、2017,p38 

1972(昭和 47) 湘南汐見台公園(茅ヶ崎市) ・昭和 47 年 4 月 1 日に指定された茅ヶ崎汐見台にある県立都市公園。★「湘南の逆襲」みつはし貴義、神奈川新聞社、1987、p28 

1973(昭和 48) 湘南台小学創立 ★目で見る藤沢の歴史、藤沢文庫刊行会、名著出版 

1974(昭和 49) 湘南鷹取（横須賀市）が誕生 ・昭和 49 年に誕生した横須賀市の町名。もと横須賀市追浜南町 1~3 丁目、鷹取町 1~2 丁目、追浜町 1 丁目の各一部。町名は新造住宅団地「湘南鷹取台」に因

む。★「湘南の逆襲」みつはし貴義、神奈川新聞社、1987、p28 

1974(昭和 49) 江ノ電藤沢駅移転 ・江ノ電藤沢駅が現在の位置、ＪＲ藤沢駅南口から道路を隔てた小田急デパートの 2 階に移った。ここに移る以前は現ＪＲ藤沢駅に隣接していたが、100 年前

の開通時も駅は隣接していて、小田急線藤沢駅改札口の前あたりに、東海道線と平行にホームがあった。藤沢駅南口、東海道線の大船寄りにある北口に抜けるガ

ードの入口左手から半円状に下がっている階段は江ノ電の乗降客がガードを利用するために造られた。階段を上がった先に江ノ電藤沢駅と東海道線藤沢駅の出口

があったことの名残である。★「江ノ電百年物語」、湘南倶楽部編、JTB、2002、p140-141（要約） 

1975(昭和 50) 湘南ライフタウンの呼称が

誕生 

・昭和 50 年 2 月の藤沢市区画整理審議会に於いて「西部開発事業は湘南ライフタウンと総称する」との公式見解が出された。学者、文化人、行政などが一致し

て推した名称という。★「湘南の逆襲」みつはし貴義、神奈川新聞社、1987、p20 

1976(昭和 51) TV「俺たちの朝」放映で江

ノ電、ローカルからメジャー 

・昭和 51 年 10 月から 1 年間、日本テレビ系で放映された極楽寺から稲村ケ崎を舞台にした青春テレビドラマ「俺たちの朝」が若者の人気番組となり、観光客

が増加、江ノ電ブームをローカルからメジャーへ変身させた。★「江ノ電百年物語」、湘南倶楽部編、JTB、2002、p58 

1977(昭和 52) 雑誌POPEYEに湘南ボーイ 

という用語が登場 

・1976 年創刊の若者向け雑誌「POPEYE」の 5 月号に湘南ボーイの用語が登場。その後、湘南ボーイは他地域に住む人間が追従・模倣可能なカテゴリーとな

っていく。神戸 guy のような地域とイメージが結びついた特殊な用語。現実の湘南と出版文化における湘南関連の情報が乖離。★首都圏形成史委員会第 99 回

例会「湘南イメージの形成」資料、加藤厚子、H28,2,6、・POPEYE で湘南特集、★「これでいいのか神奈川県」昼間たかし他編、マイクロマガジン社、2017,p38 

1977(昭和 52) 江ノ島、高麗山、聖園愛護地 ★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 
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区が鳥獣保護地区に指定 

1977(昭和 52) 神奈川グリーンアンドグリ

ーン作戦推進本部設置 

★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1978(昭和 53) サザンオールスターズデビ

ュー 

・断続的に始まった桑田佳佑ら青山学院大生の音楽活動が 1978 年にデビューへ。1970 年代に「勝手にシンドバッド」「いとしのエリー」、1980 年代に「チ

ャコの海岸物語」、1990 年代「涙のキッス」、2000 年代「TSUNAMI」等・・・のヒットを出す。茅ヶ崎は桑田の生まれ故郷であり、彼の作る楽曲には茅ヶ崎

の海や風景を謡ったものが多い。★wikipediaH2611 

1978(昭和 53) 映画「ライブ・イン・茅ヶ崎」 ・監督森田芳光。★首都圏形成史委員会第 99 回例会「湘南イメージの形成」資料、加藤厚子、H28,2,6、 

1978(昭和 53) 藤沢駅前西武デパート開店 ・藤沢駅前西武デパート開店。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1979(昭和 54) 藤沢駅北口広場完成 ・藤沢駅北口広場（サンパール広場）完成。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1980(昭和 55) 湘南よみうり新聞社創業 ・地域情報誌「湘南よみうり」創刊。湘南エリアに配布を開始。★同社会社案内、net. 

1981(昭和 56) 湘南台中学校創立 ★目で見る藤沢の歴史、藤沢文庫刊行会、名著出版 

1982(昭和 57) 県立婦人総合センター開設 ・江の島に県立婦人総合センターが開設。★「湘南なぎさプランシリーズ Vol.1湘南の歴史」、湘南歴史年表、神奈川県都市部なぎさ・相模川プラン推進室、 

1983(昭和 58) 資生堂が江ノ島海岸西浜に

ビーチハウスをオープン 

・資生堂が江ノ島海岸西浜にサンフレアハウスをオープンした。ビーチハウスに化粧品メーカー、音響機器メーカー、テレビ、家電メーカーが参入。 

CI の一環、宣伝活動として展開される。観光宣伝の主体が、鉄道・バス（旅客輸送）から業種へと変化。ビーチハウスやイベントによるＰＲ➔マスメディアで取り上

げ➔若者客が集まる➔それをターゲットにして新たな宣伝を行う、というサイクルが形成。★首都圏形成史委員会第 99 回例会「湘南イメージの形成」資料、加藤厚

子、H28,2,6、 

1984(昭和 59) 湘南台という地名が誕生 ・昭和 35 年の藤沢市の総合都市計画に基づいた区画整理事業により昭和 59 年 5 月 20 日に誕生した新地名。 ★「湘南の逆襲」みつはし貴義、神奈川新聞

社、1987、p27 

1984(昭和 59) 茅ヶ崎駅橋上駅舎完成 ・茅ヶ崎駅橋上駅舎完成。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p163 

1984(昭和 59) 湘南リビング新聞社設立 ・㈱湘南リビング新聞社設立、★同社感謝案内、net、 

1985(昭和 60) 「湘南ナンバーで走ろう会」

発足 

・藤沢に本社をおく地域新聞「湘南リビング」紙は昭和 60 年秋以降全社をあげて「湘南ナンバー」実現に向けてのキャンペーンを展開。社内に湘南ナンバー係

を設置、We Love Shonan のステッカーを販売。この年の暮れに茅ヶ崎に「湘南ナンバーで走ろう会」発足。昭和 62 年に事務局を藤沢に移した。★「湘南の

逆襲」みつはし貴義、神奈川新聞社、昭和 62、p13-16 

1985(昭和 60) 湘南大庭公民館(兼市民セン

ター)開設 

・「湘南ライフタウン公民館」という市が用意した名称に対して地域住民から「この土地がなぜ湘南か」という苦情が寄せられ他ため、市は調整を放棄、市民代

表による公民館の名称検討委員会を発足させた。その結果が標記名称である。★「湘南の逆襲」みつはし貴義、神奈川新聞社、1987、p20-22 
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1985(昭和 60) 湘南なぎさプラン発表 ・昭和 60 年に「平塚市、藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町、大磯町」が湘南なぎさ水深協議会を設立し湘南なぎさプランを策定したが、その後、立ち消えになった。

自然環境の保全と居住環境・既存公共施設等のレベルアップが主旨。対象地域＝藤沢市から大磯町にかけて東西約 19km。整備期間＝21 世紀初頭 

1985(昭和 60) 文教大学湘南キャンパス ・茅ヶ崎市に湘南キャンパスを設け、情報学部、女子短期大学部移転。★Wikipedia H28,1,20 

1985(昭和 60) 藤沢に小田急百貨店開店 ・藤沢駅南口に小田急百貨店開店。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16４ 

1985(昭和 60) 茅ヶ崎駅ビルルミネ開店 ・茅ヶ崎駅ビルルミネ開店。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16４ 

1986(昭和 61) 新湘南大橋完成 ・新湘南大橋完成。★「目で見る藤沢・茅ヶ崎の 100 年」、藤沢・茅ヶ崎・寒川近代史年表、郷土新聞社、1991,p16４ 

1986(昭和 61) 湘南ライナー運行開始 ・昭和 61 年 11 月、国鉄(現 JR 東日本)が湘南の通勤客を対象に東海道線の東京―小田原間に導入した座席整理券付の通勤専用電車。エル特急の車両を利用。

★みつはし貴義、神奈川新聞社、1987、p26 ・東海道線に通勤電車では初の２階建車両が走り始めた。この電車は「湘南ライナー」と快速「アクティ」にデ

ビューしたもので「座って通勤」をキャッチフレーズに 2 階建とすることで座席数を 600 から 1000 へと 400 席増やした。★「湘南再発見」吉田克彦・江ノ

電沿線新聞社・1996(H8)・p120 

1987(昭和 62) カーオーディオ「湘南 G-I」

発売 

・松下通信工業が昭和 62 年 6 月、神奈川中心に全国発売した湘南イメージのカーオーディオ。★「湘南の逆襲」みつはし貴義、神奈川新聞社、1987、p24 

1988(昭和 63) 湘南鎌倉総合病院が開所 ・徳洲会 25 番目の病院として鎌倉市山崎に湘南鎌倉病院が開所。1994 年に湘南鎌倉総合病院に改称。現在は鎌倉市岡本に移転。★Wikipedia2015,1「湘南

鎌倉総合病院」 

1988(昭和 63) 新湘南バイパスの一部開通 ・新湘南バイパスは国道 1 号のバイパスで首都圏中央連絡自動車道の一部を構成する自動車専用道路。藤沢市から茅ヶ崎市、平塚市の市街地を迂回して大磯町

に至る一般有料道路。1988,3,30 に藤沢 IC－茅ヶ崎西 IC間開通。★Wikipedia 2015,1「新湘南バイパス」 

1989(平成 1) 湘南信用金庫に改称 ・横須賀信用金庫が鎌倉信用金庫を合併し湘南信用金庫に改称。 

1989(平成 1) 湘南工科大学に改称 ・相模工科大学が法人名および大学名を湘南工科大学に改称 

199０(平成２) 慶応義塾大学湘南藤沢キャ

ンパス開設 

・1990 年、慶應義塾大学の総合政策学部と環境情報学部が湘南藤沢キャンパス(SFC)に新設された。1992 年には付属の湘南藤沢中、高等部が併設された。★

「これでいいのか湘南エリア」マイクロマガジン社,2010,p65 

199０(平成２) 映画「稲村ジェーン」 ・映画「稲村ジェーン」公開、監督桑田佳祐。★首都圏形成史委員会第 99 回例会「湘南イメージの形成」資料、加藤厚子、H28,2,6、 

199２(平成４) 湘南市実現せず・非公式 ・「つい最近も自動車車検登録事務所が平塚に設置されることとなり、湘南ナンバーの実現が確実になったことに伴い、平塚市を中心に大磯・二宮と合併して 50

万都市「湘南市」にしようという動きが出ています。（平成 4 年 1 月 8 日付朝日新聞）」★「湘南再発見」吉田克彦・江ノ電沿線新聞社・1996(H8)p200 

199２(平成４) 湘南ライフタウン事業完成 ★「これでいいのか神奈川県」昼間たかし他編、マイクロマガジン社、2017,p38 

1994 (平成 6) 湘南ナンバー発行開始 ・平塚市に湘南自動車検査登録事務所を開設し、湘南ナンバーの発行を開始。ナンバー登録できる区域：平塚市、藤沢市、茅ヶ崎市、小田原市、秦野市、伊勢原
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市、南足柄市、寒川町、大磯町、二宮町、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町。従来の相模ナンバーは厚木市や大和市などの

県央、県北に残り、鎌倉市や逗子市、葉山町は横浜ナンバーである。★「湘南別荘物語・海浜の憩い」島本千也,2000,p42-43 

1994(平成 6) 湘南国際村 ・1985(S60)県が湘南国際村基本構想を策定後、1988(H63) 湘南国際村基本計画を策定、1994(H6)に開村された横須賀市と葉山町にまたがる多目的区画

地域。バブル期に長洲一二県知事の構想で開発が開始されたが、バブル崩壊後、開発者の三井不動産が開発を断念、2010(H22)に湘南国際村 B・C地区が県に

無償譲渡され、湘南国際村めぐりの森と称し、緑の再生と保存を開始、計画されていた半分の土地が森の育成事業になった。研究・研修施設の誘致が進まず多く

の土地が手つかずの状態にある。三浦半島を縦断する三浦丘陵に位置しており、山林を切り開いて造成した。★Wikipedia 2015,1 

1996 (平成 8) 大磯町が「湘南発祥の地 大

磯」の石碑を建立 

・H8/4,大磯町は鴫立沢のそばに「湘南発祥の地大磯」の石碑を建立、大磯が「湘南」発祥の地であることを宣言した。石碑に隣接する鴫立沢のなかに「鴫立沢」

の石碑があり、その裏面に「著盡湘南清絶地」と刻んである。★「湘南別荘物語・海浜の憩い」島本千也,2000 

1996 (平成 8) レディオ湘南開局 ★「回想の湘南」、藤沢市史編さん委員会、2009、p168 

2000(平成 12) 湘南ベルマーレに改称 ・1994 年にベルマーレ平塚の名称でＪリーグへ加盟した同チームは 2000 年に湘南ベルマーレに改称した。 

2000(平成 12) 桑田佳祐の凱旋ライブ ・2000 年 8 月、2011 年 2 月に茅ヶ崎で桑田佳祐による凱旋ライブが開催された。湘南ブームを実体験した世代による回帰。TUBE による凱旋ライブ（2010

年 5 月）も同様。★首都圏形成史委員会第 99 回例会「湘南イメージの形成」資料、加藤厚子、H28,2,6、 

2001(平成 13) 湘南新宿ライン運行開始 ・主に東京駅・上野駅をターミナルとして放射状に運転していた首都圏の中距離電車を、池袋駅・新宿駅・渋谷駅の各副都心エリアを経由して相互に直通運転さ

せる運転系統として、2001（平成 13 年）12 月 1 日から運行開始。★Wikipedia 2014,12 

2001(平成 13) 神奈川大学湘南ひらつかキ

ャンパスに改称 

・（神奈川大学は）平塚キャンパスを湘南ひらつかキャンパスに改称。★Wikipedia 2016,1,20 

2002(平成 14) 湘南市実現せず・３ ・2002 年 1 月に当時の平塚市長吉野稜威雄氏が「湘南市研究会」を設置して、平塚、藤沢、茅ヶ崎、寒川、大磯、二宮の合併による 97 万人都市構想を提案

した。藤沢と二宮が賛成し、大磯、寒川が研究会に参加したが茅ヶ崎が拒否、オブザーバーに留まることにより、合併に反対する市民運動が茅ヶ崎、藤沢で巻き

起こり湘南市構想が低迷する中、2003 年の地方選で吉野市長が落選し、合併反対を主張する大蔵律子氏が当選した結果、研究会も 5 月に解散、1 年 4 カ月で

湘南市構想は白紙撤回された。★「これでいいのか湘南エリア」マイクロマガジン社,2010,p112 

2002(平成 14) 茅ヶ崎市で高座郡衙の遺構

発掘 

・県立茅ヶ崎北陵高校校舎新築等にともない校庭を発掘したところ、古代の役所である高座郡衙と推定される遺構が発見された。また、弥生時代に於いては、外

周を溝で囲う環壕集落が発見されるとともに、大型の鉄製の斧や勾玉の未完成品など、県内でも例の少ない遺物が出土している。古代の高座郡衙と推定される遺

構は、7 世紀末から 8 世紀前半頃のものと考えられており、倉庫群や群庁の一部も確認された。★「茅ヶ崎の歴史遺産」茅ヶ崎市史編集委員会、H16,P40 

2002(平成 14) 湘南急行が運転開始 ・ＪＲ東日本の湘南新宿ラインに対抗する目的で 2002,3, 23 に登場したが、2004,12,11 のダイヤ改正で廃止、僅か 2 年半の短命に終わった。 

2003(平成 15) 湘南ひらつかビーチパーク ・「湘南」にこだわる平塚市は、七夕祭りを「湘南ひらつか七夕まつり」、ベルマーレ平塚を「湘南ベルマーレ」と改称した他、2003 年に「湘南」を冠した海水
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開設 浴場を開設。湘南ナンバー含め、「湘南」に対するこだわりが強い。★「これでいいのか湘南エリア」マイクロマガジン社,2010,p46-47 

2004(平成 16) 松陰女子大湘南キャンパス ・松陰女子大学（松陰女子大学を改称）が平塚市に土地を取得、松陰大学湘南キャンパスとした。Wikipedia 2016,1,20 

2004(平成 16) 新江ノ島水族館オープン ★「これでいいのか神奈川県」昼間たかし他編、マイクロマガジン社、2017,p38 

2005(平成 17) 横浜湘南道路完成 ★「これでいいのか神奈川県」昼間たかし他編、マイクロマガジン社、2017,p38 

2005(平成 17) 戦時下の二宮を記録する会 ・7 月に「戦時下の二宮を記録する会」が発足した。★「ひとしずく第 5 号・調査記録二宮の洞窟陣地」戦時下の二宮を記録する会,2012,P194 

2006(平成 18) 湘南ゴールドの出荷開始 ・県が開発した柑橘類の品種「湘南ゴールド」の出荷開始。湘南ゴールドは今村温州と県西部で採れるゴールデンオレンジ（黄金柑）の交配により作られた。県

内農林水産物「かながわブランド」に選定されている。★Wikipedia 2015,1「湘南ゴールド」 

2006(平成 18) 湘南京急バスに社名変更 ・2000 年に設立された横須賀京急バスの堀内営業所が、京浜急行バス鎌倉営業所の移管に伴い、社名および商号を湘南京急バス堀内営業所に変更した。★

Wikipedia 2015,1「湘南京急バス堀内営業所」 

2006(平成 18) 二宮町洞窟陣地調査開始 2006(平成 18)11 月 30 日～2011(平成 23)4 月 24 日まで延べ 53 回、戦時下の二宮町内の築城(坑道)の調査を実施した。★「ひとしずく第 5 号・調査記

録二宮の洞窟陣地」戦時下の二宮を記録する会、2012,P194 

2007(平成 19) 湘南国際村開設 ・H18 の県による基本計画と横須賀市による地区計画の見直しを受けて葉山市と横須賀市にまたがる地域に造成された。 

2007(平成 19) 多摩大学湘南キャンパス ・多摩大学が藤沢市に湘南キャンパス・グローバルスタディーズ学部（旧・湘南国際女子短期大学）を設置。★Wikipedia H28,1,20 

2007(平成 19) 湘南国際マラソン ・2007 年 3 月 18 日に初めて開催された。第 1 回と第２回が 3 月に開催され、第 3 回以降は毎年 11 月に開催されている。 

2011(平成 23) 第 1 回 藤沢市民マラソン ・江ノ島スタート、江の島ゴール。珍しい 10 マイル（16 キロ）の種目がある。 

2015(平成 27) 県が「フィール湘南」立上げ ・H26 年に神奈川県が。2020 年の東京オリンピック・パラリンピックの開催や 2014 年度開通のさがみ縦貫道路の全面開通を見据え、神奈川の海の魅力を世

界に発信する神奈川県のプロジェクト。木村太郎に総合プロデユュ－サーに地元にゆかりのある民間プロデユ－スメンバーを集め「Feel SHONAN」をキャッチ

フレーズに様々なイベントやプロモーションを企画するとしている。湘南エリアは小田原から城ケ島までとしている。★ 

2016(平成 28) 大磯駅前に湘南発祥の碑 ・大磯町観光協会は大磯が湘南のルーツだと、より多くの観光客に知ってもらうため、JR 大磯駅前ロータリーに「湘南発祥の地」の石碑を設置した。 

町役場近くの観光名所・鴫立庵の敷地には崇雪の標石があり、入口には 1995 年に湘南発祥の地と刻まれた石碑が設置されたがアピール度は今ひとつ。そこで

今回、新たに町の玄関口である駅前に石碑を立てて PR することにした。昨秋から寄付金を募り、町民ら約 50 人から約 220 万円が集まった。新しい石碑は２

㍍７０．碑文は大磯在住の画家・堀文子さんが揮毫した。★読売新聞湘南版、2016,2,10 朝刊 
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